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2.1 オフラインモードについて

オフラインモードとは、システム設定・自己診断などを行うモードのことです。運転する前の準備を

ここで行います。

2.1.1 オフラインモードへの入り方

GP本体には使用時に必要な各種の設定をするためのオフラインモードがあります。オフラインモー

ドへの移行方法は電源投入時と運転時によって異なります。

■ 電源投入時

起動中画面表示後に、パネルの右上隅または左上隅（縦横 40ドット以内）を 3秒以上タッチします。

■ 運転時

1 パネルの右上隅→左下隅または左上隅→右下隅（縦横 40ドット以内）の順に 0.5秒以内にタッチ

します。

2 画面にシステムメニューが表示されますので「オフライン」をタッチします。 
システムメニューの各ボタンの詳細については下記を参照してください。

「2.15.12 システムメニュー」（2-168ページ）

次のページに続きます。

• 購入後初めて本機を使用する場合、GP 画面作成ソフトからシステムを GP に転送
しないとオフラインモード（システム設定）へは入れません。 
転送は GPの電源が ONの状態で行います。画面データを GPに送信すると、自動
的にシステムが GP に送信されます。転送方法については「GP-Pro EXリファレン
スマニュアル」を参照してください。

または

または

①

②

①

②
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2.1.2 オフラインモード共通スイッチ

オフラインモードで使用する共通のスイッチをご紹介します。ただし、GPの表示ドット数によりス

イッチの表示または表示方法が異なる場合があります。

• システムメニューが表示されない場合は GP-Pro EXで [本体設定 ]の [メニューとエ
ラー設定 ]で [システムメニューの表示 ]が [表示しない ]になっています。表示す
る設定に変更して再度プロジェクトファイルを転送してください。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「5.17.6 [システム設定ウィンドウ ]の設定
ガイド •メニューとエラー設定」（5-147ページ）

•「パスワード設定」でパスワードを設定していると、オフラインモードに入る前にパ
スワードの入力画面が表示されます。パスワードを入力してオフラインモードに入

ります。 

パスワード設定、パスワードの数値入力については下記を参照してください。

「2.5 パスワード、ライセンス設定」（2-27ページ）

「2.1.3 オフラインモードでの操作」（2-5ページ）

スイッチ
画面の表示ドット数が

320×240ドット

画面の表示ドット数が

640×480ドット

• 項目切替スイッチ

表示される設定項目を切り替え
ます。すべてのスイッチが一度
に表示できない場合、スイッチ
の右端に矢印スイッチが表示さ
れます。矢印スイッチをタッチ
することで残りのスイッチが表
示されます。

• 設定項目

GP使用時に必要な項目を設定し
ます。すべての項目が一度に表示
できない場合、設定項目の右下に
ページ切替スイッチが表示されま
す。[ページ切替スイッチ ]を
タッチすることで残りの項目が表
示されます。

次のページに続きます。

矢印スイッチ
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• コントロールスイッチ

オフラインモードで「保存」「取
消」「終了」「戻る」を実行させ
るボタンです。

保存..変更した項目の設定を保
存します。

取消..変更した項目の設定を以
前の状態（前回保存した
状態）に戻します。

終了..オフラインモードを終了
します。

戻る..１つ上の階層の画面に戻
ります。

スイッチ
画面の表示ドット数が

320×240ドット

画面の表示ドット数が

640×480ドット
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2.1.3 オフラインモードでの操作

ここでは設定を行っていく上で必要な操作について説明します。

■ メニューを選択するとき

設定したいメニュー項目にタッチします。

■ 数値を入力するとき

メニューを選択、または入力枠をタッチすると、数値入力が可能となります。

画面に表示されるテンキーで入力します。

■ 設定条件を選択するとき

メニューを選択した後、表示されている設定条件のうち、設定したい条件を選んでタッチします。
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■ すべての設定を終えたら

画面下の「保存」ボタンをタッチします。

設定内容を取り消したいときは、「取消」ボタンをタッチします。

■ 1つ上の階層に戻りたいとき
「戻る」ボタンにタッチします。

•「保存」ボタンをタッチすることによって、内部 FEPROMに設定内容が書き込まれ
ます。

•「保存」ボタンのタッチで内部 FEPROMへ書き込むため、元のメニューに戻るのに
時間がかかる場合があります。元のメニューに戻るまでは、何もタッチしないでそ
のままお待ちください。

• 設定内容の保存中は GPの電源を切らないようにしてください。内部 FEPROMの
内容が破損する恐れがあります。

•「取消」ボタンをタッチした場合は、変更した項目の設定を以前の状態（前回保存し
た状態）に戻します。
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2.2 表示器の画面設定

表示器の画面や操作に関する設定ができます。

できること 設定手順

• 表示器の輝度、コントラストの調整

「2.2.1 明るさ（輝度、コントラスト）
を調整したい」（2-10ページ）

• 表示器の時刻の設定

「2.2.2 表示器の時刻を調整したい」
（2-11ページ）

• スタンバイモードの設定

「2.2.3 一定の時間がたつと画面を消し
たい」（2-12ページ）

• 表示器の起動タイミングの設定

「2.2.4 電源を入れてから本体が起動す
るまでの時間を設定したい」（2-13
ページ）

次のページに続きます。

暗い... 明るい!

2006/03/27
12:45:32

C B A

50 30 20

一定の時間が

たったら...

画面がOFFに
なります。

10分

39

C B A

50 30 20

電源ON
カウントダウン

が始まります。

40秒

電源投入後、最初

に表示する画面が

表示されます。
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• 表示器に最初に表示される画面の設定

「2.2.5 電源投入時に最初に表示する画
面番号を設定したい」（2-14ページ）

• タッチ音の有無の設定

「2.2.6 タッチしたときの音を消した
い」（2-15ページ）

• オフラインモードのメニューを英語で設定

「2.2.7 システムメニューやオフライン
モードメニューの表示を英語にした

い」（2-16ページ）

• タッチの認識タイミングを設定

「2.2.8 タッチを認識するタイミングを
変更したい」（2-17ページ）

次のページに続きます。

できること 設定手順

電源

ON

いつも決まった

画面が出ます

ピッ

タッチ音は

なりません

Home Main Unit
Settings

Peripheral
Settings

Password
Settings

Initialization
Menu

Maintenance
Menu Transfer

OFFLINE LANGUAGE:

Runtime Version:

Driver Version:

OS Version:

Q/QnA Serial Communication

1.0.1

1.6.1

V1.00.01

Save Exit Cancel 2006/03/27
12:51:29

EnglishOFFLINE LANGUAGE:

:

:

OS :

Q/QnA 

1.0.1

1.6.1

V1.00.01

2006/03/27
12:45:32

JAPANESE

メニューを

英語に切り換え

日本語 英語

ON

ON

タッチを押したときにビットをON

タッチを離したときにビットをON
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• バックライト切れ時の誤動作防止設定

「2.2.9 バックライトが切れたときの誤
動作を防止したい」（2-18ページ）

• タッチした位置を消去（GP3200シリーズ、ST3000シ
リーズをご利用の場合）

「2.2.10 タッチした位置を消した
い （GP3200シリーズ、ST3000シ
リーズをご利用の場合）」（2-19ペー
ジ）

できること 設定手順

バックライトが切れた！

画面が真っ暗に

なったらタッチの

操作を禁止します。

C B A

128 64 256

C B A

128 64 256



• GP起動中は、このモードには入れません。運転画面が表示されてからこのモード
に入ってください。

• 運転中（接続機器と通信中）でもこの操作は可能です。
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2.2.1 明るさ（輝度、コントラスト）を調整したい

GPの画面の明るさ（輝度、コントラスト）を調整する設定を行います。

■ オフラインモードでの設定

GPの明るさ（輝度、コントラスト）を調整するバーを画面に表示するかどうかを設定します。

■ 輝度 /コントラスト調整バーの表示
オフラインモードの [表示設定 ]で [輝度 /コントラスト調整バーの表示 ]を [有 ]に設定すると、輝

度 /コントラスト調整バーを GPの画面で表示することができます。

パネルの右上隅→左上隅または左上隅→右上隅（縦横 40ドット以内）の順に 0.5秒以内にタッチします。

輝度 /コントラスト調整バーの [＋ ] [－ ]で強弱を設定し、[× ]で調整を終了します。TFTカラー

LCDの機種（AGP-3500Tなど）では輝度調整のみ設定できます。

輝度 /コントラスト調整モードの終了

輝度 /コントラスト調整バーの [× ]をタッチしてください。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆表示設定」（2-80ページ）

①オフラインモードに入り、

項目切り替えスイッチか

ら[本体設定]をタッチしま
す。

② [本体設定]が開くので 
[表示設定]をタッチしま
す。

③ [表示設定]が開くので[輝度
/コントラスト調整バーの表
示]で[有]を選択します。

④ [終了]をタッチしてオフラ
インモードを終了します。

輝度調整バー

タッチする

コントラスト調整バーに移動します。

（GPがTFT機種の場合はこのボタンは表
示されません。）
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2.2.2 表示器の時刻を調整したい

GPに表示される日付、時間を設定します。

• GPに内蔵されている時計には誤差があります。設定した現在時刻をタグ設定など
で表示させる場合は、実際の時刻との誤差にご注意ください。常温無通電状態
（バックアップ時）での誤差は、1ヶ月± 65秒です。温度差や使用年数によっては
1ヶ月に −380～ +90秒の誤差になります。時計の誤差が問題となるシステムでご使
用になる場合、定期的に正確な時間の設定をしてください。

• [RAAA051　バックアップ電池の充電が必要です ]というメッセージが表示された場
合、GPへ電源を供給し、十分な充電を行ってください。充電は電源投入後、24時間
でバックアップ可能なレベルまで充電され、充電を完了するには約 96時間（4日間）
を必要とします。

①オフラインモードに入り、

コントロールスイッチの

時刻表示エリアをタッチ

すると[時刻の設定]ダイア
ログボックスが表示され

ます。

②変更したい日付、時刻の単

位をタッチし、黒く反転し

たら下のテンキー数値入力

キーで入力します。

③入力が完了したら[OK]を
タッチし、[時刻の設定]ダ
イアログボックスを閉じま

す。

④ [ホーム]の[終了]をタッチ
し、以上で設定完了です。



①オフラインモードに入り項目

切り替えスイッチから 

[本体設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので 
[画面設定]をタッチします。

③ [画面設定]が開くので[スタン
バイモード設定]で 
[画面OFF]をタッチします。
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保守 /トラブル解決ガイド 2-12

2.2.3 一定の時間がたつと画面を消したい

液晶ディスプレイを保護するために、自動的に画面を消す機能（スタンバイモード）があります。ス

タンバイモードを設定するには以下の順番で [画面設定 ]を開きます。

一定の時間（例：10分）がたったら画面を消したい場合は下記のように詳細を設定します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆画面設定」（2-78ページ）

④ [スタンバイモード設定]で入
力枠をタッチするとテンキー

が表示されるので「10」と入
力し、[ENT]キーをタッチしま
す。

⑤ [終了]をタッチすると左のよ
うな[終了]ダイアログボック
スが表示されるので[変更を保
存して終了]をタッチします。

⑥ [設定の保存]ダイアログボッ
クスが表示された後、自動的

にGPが再起動されます。以上
で設定完了です。



①オフラインモードに入り、

項目切り替えスイッチか

ら[本体設定]をタッチしま
す。

② [本体設定]が開くので 
[画面設定]をタッチしま
す。

③ [画面設定]画面が開くので 
[スタートタイム(0～255秒)]
の入力枠をタッチします。
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2.2.4 電源を入れてから本体が起動するまでの時間を設定したい

GPの立ち上げ時間の設定です。電源を入れ、接続機器の立ち上げ後に GPを立ち上げるなど、電源投

入時間を調整するために設定します。

電源投入後、30秒後に初期画面を表示したい場合は下記のように設定します。

再起動後、初期画面を表示するまでの間、④で設定したスタートタイムの秒数がカウントダウンさ

れ、画面の右上に表示されます。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆表示設定」（2-80ページ）

④入力枠をタッチするとテ

ンキーが表示されるので

「30」と入力し、[ENT]
キーをタッチします。

⑤ [終了]をタッチすると左の
ような[終了]ダイアログ
ボックスが表示されるの

で[変更を保存して終了]
をタッチします。

⑥ [設定の保存]ダイアログ
ボックスが表示された後、

自動的にGPが再起動され
ます。以上で設定完了で

す。



表示器の画面設定

保守 /トラブル解決ガイド 2-14

2.2.5 電源投入時に最初に表示する画面番号を設定したい

電源を投入後、最初に表示させたい画面ファイル番号を変更します。

電源投入後、最初に表示する画面を（例：表示画面番号のデータ形式 BIN、ベース画面 10）変更した

い場合は下記のように設定します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆表示設定」（2-80ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[本体
設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので 
[画面設定]をタッチします。

③ [画面設定]が開くので[表示画
面番号のデータ形式]で画面番
号のデータ形式を[BIN]、
[BCD]から選択します。

④ [初期画面番号(1～9999)]
の入力枠をタッチすると

テンキーが表示されるの

で「10」と入力し、[ENT]
キーをタッチします。

⑤ [終了]をタッチすると左の
ような[終了]ダイアログ
ボックスが表示されるの

で[変更を保存して終了]
をタッチします。

⑥ [設定の保存]ダイアログ
ボックスが表示された後、

自動的にGPが再起動され
ます。以上で設定完了で

す。
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2.2.6 タッチしたときの音を消したい

画面をタッチしたときに内部ブザー音を出すか出さないかの設定を行います。

■ タッチ音、有効無効の設定

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆操作設定」（2-79ページ）

①オフラインモードに入り、

項目切り替えスイッチか

ら[本体設定]をタッチしま
す。

② [本体設定]が開くので 
[操作設定]をタッチしま
す。

③ [操作設定]が開くので 
[タッチブザーの音]で 
[無]を選択します。

④ [終了]をタッチすると左の
ような[終了]ダイアログ
ボックスが表示されるの

で[変更を保存して終了]を
タッチします。

⑤ [設定の保存]ダイアログ
ボックスが表示された後、

自動的にGPが再起動され
ます。以上で設定完了で

す。
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2.2.7 システムメニューやオフラインモードメニューの表示を英語にしたい

■ システムメニューやエラーメッセージ

システムメニューやエラーメッセージで表示される文字列の言語を設定します。

■ オフラインモードメニュー

オフラインメニューで表示される文字列の言語を設定します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆メニューとエラー設定」（2-80ページ）

「2.15.1 表示器共通 ■ [ホーム ]の設定ガイド」（2-76ページ）

①  オフラインモードに入り、項目
切り替えスイッチから[本体設定]
をタッチします。

②  [本体設定]が開くので 
[メニューとエラー設定]を 
タッチします。

③ [メニューとエラー設定]が開く 
ので[システムの言語設定]で
をタッチして[ENGLISH]を選
択します。

④ [終了]をタッチして変更を保存す
ると自動的にGPが再起動されま
す。

①オフラインモードに入り 

[ホーム]が表示されている
ことを確認します。

② [OFFLINE LANGUAGE]で
をタッチし、

[ENGLISH]を選択します。

③オフラインメニューが英語

で表示されます。
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2.2.8 タッチを認識するタイミングを変更したい

タッチが押されたときのタイミングでタッチを検出するか、タッチを離したときにタッチを検出する

かを設定します。

ON ........ タッチが押されたときにタッチを検出します。

OFF........ タッチを離したときにタッチを検出します。

モーメンタリ動作の場合は、タッチパネル検出の設定に関係なくタッチが押されたときにタッチ検出

されます。リピート動作の場合、タッチパネル検出は無効になります。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆操作設定」（2-79ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[本体
設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので 
[操作設定]をタッチします。

③ [操作設定]が開くので 
[タッチパネル検出]で[ON]、
[OFF]を選択します。

④ [終了]をタッチすると左の
ような[終了]ダイアログ
ボックスが表示されるの

で[変更を保存して終了]
をタッチします。

⑤ [設定の保存]ダイアログ
ボックスが表示された後、

自動的にGPが再起動され
ます。以上で設定完了で

す。



①オフラインモードに入り、項目

切り替えスイッチから[本体設定]
をタッチします。

③ [操作設定]が開くので 
[バックライト切れ検出時のタッチ
パネル操作]から[操作可能]、[操作
禁止]を選択します。

② [本体設定]が開くので 
[操作設定]をタッチします。

④ [終了]をタッチして変更を保存する
と自動的にGPが再起動されます。

表示器の画面設定
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2.2.9 バックライトが切れたときの誤動作を防止したい

バックライト切れを検出した場合のタッチパネル操作を有効にするか無効にするかを設定します。 

[無効 ]にするとバックライトが切れた際にタッチパネル操作を受け付けなくなり、誤操作を防止す

ることができます。

操作可能 ... バックライトが切れた場合でも、タッチで操作できます。

操作禁止 ... バックライトが切れた場合、タッチ操作を受け付けなくなり、誤動作を防止することが

できます。

• バックライト切れは、消費する電流を監視しています。バックライトの故障状態に
よっては、検出できない場合や完全にバックライトが切れる前に検出される場合も
あります。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆操作設定」（2-79ページ）

• バックライト切れを検出するとステータス LED は橙色に点灯します。
• GP3000シリーズではバックライト (CCFL)を使用しています。バックライトが切れ
た場合には、バックライト切れの検出を行い、タッチパネル操作を無効にできます。 

また、バックライトを 2本使用している機種では 1本が切れた場合でもバックライ
ト切れが検出されます。

• バックライト切れを検出するとシステムデータエリアの「ステータス」のビット
10※ 1 が ON になります。

•「システムメニューの表示」を「下部」または「上部」に設定している場合、メ
ニューバーを表示させることができます。(画面は真っ暗で見えない状態ですが、
メニューバーでのタッチパネル操作は有効です。)

• オフラインモード中にバックライトが切れた場合は、ここでの設定にかかわらず、
タッチパネル操作は有効です。

※ 1 ダイレクトアクセス方式でご使用の場合は +6、メモリリンク方式でご使用の場
合は 11 が対象のアドレスになります。



①オフラインモードに入り、項目

切り替えスイッチから[本体設定]
をタッチします。

③ [表示設定]が開くので 
[クロスカーソル表示]で[無効]を選
択します。

② [本体設定]が開くので 
[表示設定]をタッチします。

④ [終了]をタッチしてオフラインモー
ドを使用します。
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2.2.10 タッチした位置を消したい （GP3200シリーズ、ST3000シリーズをご利用の
場合）

画面をタッチした位置に「＋」（クロスカーソル）が表示され、この「＋」と描画位置のずれから

タッチキャリブレーションのずれを確認することができます。

クロスカーソルの表示を消したい場合は以下の設定で消すことができます。

設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.10 「GP-32∗∗シリーズ」をご利用の場合 ◆ [表示設定 ]」（2-164ページ）



周辺機器設定

保守 /トラブル解決ガイド 2-20

2.3 周辺機器設定

周辺機器に関する設定や確認ができます。

できること 設定手順

• 接続している接続機器の通信設定や確認

「2.3.1 接続機器の通信設定を確認した
い」（2-21ページ）

• 接続しているプリンタの印刷方法変更や確認

「2.3.2 プリンタの設定を確認したい」
（2-23ページ）

• 接続しているバーコードの通信設定や確認

「2.3.3 バーコードの設定を確認した
い」（2-24ページ）
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2.3.1 接続機器の通信設定を確認したい

接続機器の通信の設定や確認ができます。接続機器の通信設定と合わせるようにしてください。選択

された項目は接続機器によって異なります。

■ シリアル接続

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆接続機器設定」（2-91ページ）

• [通信設定 ][機器設定 ][オプション ]の設定内容は各接続機器シリーズにより異な
ります。ご使用になる接続機器の「GP-Pro EX機器接続マニュアル」を参照してく
ださい。ただし、[受信タイムアウト ]、[リトライ ]、[送信ウェイト ]は初期設定
の状態でご使用になることをおすすめします。

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[周辺
機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので 
[接続機器設定]をタッチしま
す。

③ [接続機器設定]が開くので 
詳細設定を確認、または変更

する場合は接続機器の項目を

タッチします。

• [通信設定 ] 
[通信設定 ]をタッチすると、通信する
ための設定を行えます。

• [機器設定 ] 
[機器設定 ]をタッチすると、各接続機
器に応じた内容を設定できます。

• [オプション ] 
RS-232Cを使用の場合 9番ピンの信号を
変更する設定を行えます。

※設定を変更した場合、[終了]を
タッチして変更を保存します。 

保存した後は、自動的にGPが再
起動されます。



①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[周辺
機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので 
[接続機器設定]をタッチしま
す。

③ [接続機器設定]が開くので 
詳細設定を確認、または変更

する場合は接続機器の項目を

タッチします。
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■ イーサネット接続

• [通信設定 ][機器設定 ]の設定内容は各接続機器シリーズにより異なります。ご使
用になる接続機器の「GP-Pro EX機器接続マニュアル」を参照してください。ただ
し、[受信タイムアウト ]、[リトライ ]、[送信ウェイト ]は初期設定の状態でご使
用になることをおすすめします。

• [通信設定 ] 
[通信設定 ]をタッチすると、通信する
ための設定を行えます。

• [機器設定 ] 
[機器設定 ]をタッチすると、各接続機
器に応じた内容を設定できます。

※設定を変更した場合、[終了]をタッチし
て変更を保存します。保存した後は、自

動的にGPが再起動されます。
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2.3.2 プリンタの設定を確認したい

プリンタの設定を確認する画面を開く手順をご説明します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆プリンタ設定」（2-92ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[周辺
機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので 
[プリンタ設定]をタッチしま
す。

③ [プリンタ設定]が開くので 
設定を確認、または変更する

項目をタッチします。

④ [終了]をタッチすると左のよ
うな[終了]ダイアログボック
スが表示されるので[変更を
保存して終了]をタッチしま
す。

⑤ [設定の保存]ダイアログボッ
クスが表示された後、自動的

にGPが再起動されます。以
上で設定完了です。
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2.3.3 バーコードの設定を確認したい

バーコードの設定を確認する画面を開く手順をご説明します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆バーコード設定」（2-93ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[周辺
機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので 
[バーコード設定]をタッチし
ます。

③ [バーコード設定]が開くので 
設定を確認、または変更する

項目をタッチします。

④ [終了]をタッチすると左のよ
うな[終了]ダイアログボック
スが表示されるので[変更を
保存して終了]をタッチしま
す。

⑤ [設定の保存]ダイアログボッ
クスが表示された後、自動的

にGPが再起動されます。以
上で設定完了です。
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2.4 イーサネット設定

下記のような通信時に表示器に IPアドレスを設定します。

できること 設定手順

• 接続機器とイーサネットで通信する場合

• プロジェクトファイルを転送する場合

• Pro-Server EX使用時に通信する場合

「2.4.1 表示器にIPアドレスを設定した
い」（2-26ページ）

:

IP :

:

192 168 0 1

255 255 255 0

0 0 0 0

8000:

:

:

:

Duplex :

2006/04/18
11:38:32

100M 10M

Half Full

GPにIPアドレスを
設定

IPアドレス
192.x.x.x

LANケーブル

GPにIPアドレスを
設定

:

IP :

:

192 168 0 1

255 255 255 0

0 0 0 0

8000:

:

:

:

Duplex :

2006/04/18
11:38:32

100M 10M

Half Full

PC GPHUB

IPアドレス
192.x.x.x

GPにIPアドレスを
設定

プロジェクトを

PCからGPに送信

LAN
ケーブル

IPアドレス
192.x.x.x

Pro-Server EX
（ソフトウェア）

データ

データ データ

LANケーブル
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2.4.1 表示器に IPアドレスを設定したい

イーサネットに関する設定を行います。ここでのイーサネット情報は、接続機器とイーサネットで通

信する場合や、プロジェクトファイル転送、Pro-Server EX使用時の通信に関する設定です。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆イーサネット設定」（2-85ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[本体
設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので[イーサ
ネット設定]をタッチします。

③ [イーサネット設定]が開きま
す。IPアドレス入力枠をタッ
チするとテンキーが表示され

るのでIPアドレスを入力しま
す。（例：192.168.0.1）IPア
ドレスの設定等については

ネットワーク管理者の方にご

連絡ください。

④同様に、[サブネットマスク]、
[ポート]※1、[デフォルトゲー
トウェイ]を設定します。

※ 1ここで設定する [ポート ]
番号はイーサネット経由
でのセットアップやプロ
ジェクトファイル転送、
Pro-Server EX使用時の
通信の際に設定するポー
ト番号です。初期値
[8000]のままご使用くだ
さい。

⑤ [終了]をタッチして変更を保存
すると自動的にGPが再起動さ
れます。
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2.5 パスワード、ライセンス設定

オフラインモードに入るとき、メモリや CFカードの初期化や各画面操作のパスワードを設定できま

す。

できること 設定手順

• 初期化やオフラインモードに入る場合のパスワードを設定

「2.5.1 ほかの人がオフライン設定を変
更できないようにしたい」（2-28ペー
ジ）

• 権限別に操作できる画面を設定

「2.5.2 権限別に操作できる画面を設定
したい」（2-29ページ）

• GP-Viewer EXや RPA機能のライセンスを設定

「2.5.3 GP-Viewer EXやRPAのライセ
ンスを設定したい」（2-30ページ）

CF

0

さらに工場長用画面

に切り替え
パスワード入力

切替先画面を表示

工場長用
画面

ライン長用
画面

レベル1

レベル5

画面切替
パスワード
一致

ピッ

ピッ

2007/06/24
15:32:51

0 1 2 3

CLR BS

4 5 6 7 8 9

OK

2007/06/24
15:32:51

RPA  :

GP-Viewer EX  :

1111-2222-3333

キーコードを表示器に
設定する
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2.5.1 ほかの人がオフライン設定を変更できないようにしたい

オフラインモードに入るときや、メモリの初期化を行う場合に入力するパスワードを設定します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆システムパスワード」（2-96ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[パス
ワード設定]をタッチします。

② [パスワード設定]が開くので 
[システムパスワード]をタッ
チします。

③ [システムパスワード]が開き
ます。入力枠をタッチすると

テンキーが表示されるのでパ

スワードを入力します。 

（例：1234）

④確認のため再度パスワード

を入力します。

⑤ [パスワードの保存]ダイアロ
グボックスが表示されるの

で[はい]をタッチします。自
動的にGPが再起動され、設
定完了です。



② [パスワード設定]が開くので 
[セキュリティパスワード]を
タッチします。

⑤ [終了]をタッチして変更を保
存します。保存後は自動的に

GPが再起動されます。

③ [セキュリティパスワード]が
開きます。入力枠をタッチす

るとテンキーが表示されるの

でGP-Pro EXで設定したパス
ワードを入力します。（例：

1101）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[パス
ワード設定]をタッチします。

④ [パスワード変更レベルの選択]
でレベルの番号をタッチして、

パスワードを変更します。パ

スワードは半角英数8文字以内
で入力します。
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2.5.2 権限別に操作できる画面を設定したい

レベル 15のパスワードを入力すると、レベル 1からレベル 15までのパスワードが変更できるように

なります。各レベルのパスワードを変更する際は、現在設定されているパスワードを入力後に変更し

たいパスワードを入力します。

■ GP-Pro EXの設定
1 GP-Pro EXで [共通設定 (R)]メニューの、[セキュリティ設定 (O)]から、[パスワード設定 (P)]を選

択します。パスワード設定画面が開くので [セキュリティ機能 ]を使用するにチェックを入れ 

[レベル 15]にパスワードを設定します。

2 1で設定したプロジェクトファイルを GPに転送します。

■ オフラインモードの設定

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆セキュリティパスワード」（2-96ページ）

• GP-Pro EXでレベル 15のセキュリティパスワードが設定されていない場合、オフ
ラインモードではセキュリティパスワードの設定変更はできません。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「22.3 さらに、権限により使える画面を制限
したい」（22-7ページ）
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2.5.3 GP-Viewer EXや RPAのライセンスを設定したい

RPA機能や GP-Viewer EX機能を使用するためのライセンスを設定します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆拡張機能設定」（2-86ページ）
• RPA機能、GP-Viewer EX機能を使用するためには事前に RPA専用キーコード（型
式：EX-RPA）、GP-Viewer EX専用キーコード（型式：EX-VIEWER-LICENSE）の購
入が必要です。

• ライセンスを設定したら、各機能の設定を GP-Pro EXで行ってください。各機能の
設定手順、詳細は以下を参照してください。

RPA機能　GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「36.3.2 設定手順」（36-6ページ）

GP-Viewer EX機能　GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「37.4.2 設定手順」（37-
12ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替

えスイッチから[本体設定]をタッチし
ます。

② [本体設定]が開くので[拡張機能設定]を
タッチします。

③ [拡張機能設定]が開きます。[RPA機能
コード]の入力枠をタッチするとテン
キーが表示されるのでキーコードを入力

し、[OK]をタッチします。 
（例：[RPA機能キーコード]1111-2222-
3333）

④ [終了]をタッチして変更を保存すると自
動的にGPが再起動されます
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2.6 メモリや CFカードの初期化

メモリや CFカードのデータを初期化できます。初期化できるデータは下記のとおりです。

できること 設定手順

• ユーザメモリ (FEPROM)の初期化

「2.6.1 ユーザメモリ(FEPROM)の初期
化をしたい」（2-32ページ）

• CFカードの初期化

「2.6.2 CFカードを初期化したい」（2-
33ページ）

• バックアップ SRAMの初期化

「2.6.3 バックアップSRAMの初期化を
したい」（2-34ページ）

FEPROM FEPROM

画面データなどが

消去されます。

CFカードの
データがすべて

消去されます。

CFカード CFカード

SRAM SRAM

バックアップ

SRAMのデータが
消去されます。



•「開始」スイッチを押したあとに初期化の取り消しはできませんので、ご注意くださ
い。初期化中は電源を切らないでください。

• バックアップ SRAMのデータも消去されます。
• 初期化を行っても、GPのシステム、ドライバなどのシステムや、時刻の設定デー
タは消去されません。

• ロジックプログラムの保持データもすべて消去されます。

①オフラインモードに入り、項目切り替

えスイッチから[初期化メニュー ]を
タッチします。

② [初期化メニュー ]が開くので 
[ユーザメモリの初期化]をタッチしま
す。

③ [ユーザメモリの初期化]が開くので入力
枠をタッチし、テンキーで「1101」 （[シ
ステムパスワード]が[無]の場合のみ）ま
たは「システムパスワード」で設定した

パスワードを入力してください。

④ [開始]をタッチします。

⑤ [本当によろしいですか？ ]というメッ
セージが表示されるので[はい]をタッチ
します。

⑥初期化が完了したら[閉じる]をタッチ
します。

メモリや CFカードの初期化
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2.6.1 ユーザメモリ (FEPROM)の初期化をしたい

GPのユーザメモリ（FEPROM）に格納されているデータをすべて消去します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆ユーザメモリの初期化」（2-97ページ）
• 初期化に数十秒かかる場合があります。



•「開始」スイッチを押したあとに初期化の取り消しはできませんので、ご注意くださ
い。初期化中は電源を切らないでください。

メモリや CFカードの初期化
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2.6.2 CFカードを初期化したい

GPに装着された CFカードのデータをすべて消去します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆ CFカードの初期化」（2-98ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[初期
化メニュー ]をタッチします。

② [初期化メニュー ]が開くので 
[CFカードの初期化]をタッチ
します。

③ [CFカードの初期化]が開くの
で入力枠をタッチし、テンキー

で「1101」 （[システムパス
ワード]が[無]の場合のみ）ま
たは「システムパスワード」で

設定したパスワードを入力して

ください。

④ [開始]をタッチします。

⑤ [本当によろしいですか？ ]と
いうメッセージが表示される

ので[はい]をタッチします。

⑥初期化が完了したら[閉じる]
をタッチします。



•「開始」スイッチを押したあとに初期化の取り消しはできませんので、ご注意くださ
い。初期化中は電源を切らないでください。

• バックアップしているデータは消去されます。
• 初期化を行っても、システム、通信プロトコル、時刻の設定データ、ロジックプロ
グラムの保持データは消去されません。

メモリや CFカードの初期化
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2.6.3 バックアップ SRAMの初期化をしたい

GPのバックアップ SRAMに格納されているデータをすべて消去します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆バックアップ SRAMの初期化」（2-98ページ）

①オフラインモードに入り、項目切

り替えスイッチから[初期化メ
ニュー ]をタッチします。

② [初期化メニュー ]が開くので 
[バックアップSRAMの初期化]を
タッチします。

③ [バックアップSRAMの初期化]が
開くので入力枠をタッチし、テン

キーで「1101」 （[システムパス
ワード]が[無]の場合のみ）または
「システムパスワード」で設定した

パスワードを入力してください。

④ [開始]をタッチします。

⑤ [本当によろしいですか？ ]という
メッセージが表示されるので[はい]
をタッチします。

⑥初期化が完了したら[閉じる]を
タッチします。
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2.7 外部ファイル操作

外部ストレージに保存された文字列テーブルデータの取り込みや、外部ストレージにレシピのイン

デックスファイルを作成します。

できること 設定手順

「2.7.1 外部ストレージに保存した文字
列テーブルデータを読み込みたい」

（2-36ページ）

「2.7.2 外部ストレージにレシピのイン
デックスファイルを作成したい」（2-
37ページ）

外部メモリに保存された

文字列テーブルデータを

読み込む

CFカード

USBメモリ

CFカード

USBメモリ

Index
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2.7.1 外部ストレージに保存した文字列テーブルデータを読み込みたい

GP-Pro EXで作成した文字列テーブルデータを外部ストレージに保存して GPで読み込みます。プロ

ジェクトファイルの転送をせずに銘板やアラームメッセージを変更できます。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆文字列テーブル読み込み」（2-106ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替

えスイッチから[外部ファイル操作]を
タッチします。

② [外部ファイル操作]が開くので[文字列
テーブル読み込み]をタッチします。

③外部ストレージに保存された文字列

テーブルデータの読み込みについて設

定します。



外部ファイル操作
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2.7.2 外部ストレージにレシピのインデックスファイルを作成したい

レシピ機能のインデックスファイルを GPで作成し外部ストレージに保存します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆ CSVデータインデックス」（2-107ページ）
• 外部ストレージ内にすでにインデックスファイルが存在している場合、そのデータ
は上書きされます。

①オフラインモードに入り、項目切り替

えスイッチから[外部ファイル操作]を
タッチします。

② [外部ファイル操作]が開くので[CSV
データインデックス]をタッチします。

③作成するインデックスファイルの保存

先を選択し、[開始]をタッチします。
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2.8 表示器本体の動作チェック

表示器本体が正常に動作しているか下記のようなチェックができます。

• 液晶ディスプレイの表示、フォントの表示、GP本体のメモリ情報、オフラインモー
ドの色調などのチェック項目については下記を参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ■ [メンテナンスメニュー ]の設定ガイド」（2-99ページ）

できること 設定手順

• タッチパネルチェック

「2.8.1 表示器本体が正常に動作してい
るかチェックしたい ■タッチパネル
チェック」（2-39ページ）

• アナログタッチパネルの補正

「2.8.1 表示器本体が正常に動作してい
るかチェックしたい ■キャリブレー
ション」（2-39ページ）

• COM1/COM2/LANのチェック

* COM1と COM2の端子をチェックするにはループバッ
クケーブルの作成が必要になります。

「2.8.1 表示器本体が正常に動作してい
るかチェックしたい ■ COM1/COM2/
LANチェック」（2-40ページ）

タッチしたところが反転

しているのでGPは正常
に動作しています。

2006/03/27
12:47:58

COM1/COM2/LAN

この画面に戻ったら

タッチパネルの補整

OK!

OK

CD

RD

SD

ER

SG

DR

RS

CS

RI

1

2

3

4

5

6

7

8

9

送受信ラインの端子

チェックに異常がなけれ

ばOKと表示されます。

COM1
RS-232Cモード



①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチか

ら[メンテナンスメニュー ]をタッチします。

② [メンテナンスメニュー ]が開くので[タッチパ
ネルチェック]をタッチします。

③ [タッチパネルチェック]画面が開
くのでタッチして入力された箇所

にドット表示されるか、表示反転

を見て確認します。

④チェックを終了するためには

[END]をタッチします。

①オフラインモードに入り、項目切

り替えスイッチから[メンテナンス
メニュー ]をタッチします。

② [メンテナンスメニュー ]が開くの
で[タッチパネルのキャリブレー
ション]をタッチします。

③ [タッチパネルのキャリブレーショ
ン]が開き、＋マークが表示される
ので、このマークが消えるまで

タッチし続けます。

④正常に認識できたら[メンテナン
スメニュー ]画面に戻ります。

表示器本体の動作チェック
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2.8.1 表示器本体が正常に動作しているかチェックしたい

GPのシステムやインターフェイスが正常に動作するかをチェックします。ここでは、[タッチパネル

チェック ]と [キャリブレーション ]、[COM1/COM2/LANチェック ]チェックの手順をご紹介します。

■ タッチパネルチェック

タッチパネルのチェックを行います。タッチした箇所が正しく点灯するかチェックします。

■ キャリブレーション

アナログタッチパネルの補正（キャリブレーションの設定）を行います。

• 液晶ディスプレイの表示、フォントの表示、GP本体のメモリ情報、オフラインモー
ドの色調などのチェック項目については下記を参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ■ [メンテナンスメニュー ]の設定ガイド」（2-99ページ）

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆タッチパネルチェック」（2-101ページ）

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆タッチパネルのキャリブレーション」（2-101ページ）



①オフラインモードに入り、項目切り替え

スイッチから[メンテナンスメニュー ]を
タッチします。

② [メンテナンスメニュー ]が開くので 
[COM1/COM2/LANチェック]をタッチし
ます。

③ [COM1/COM2/LANチェック]が開くの
でチェックするインターフェイスを選

択します。（例：COM1/RS232C）

④次のようなメッセージが表示されるの

でループバックケーブルを差し込んで 

[開始]をタッチしてください。

⑤チェックに異常がなければ[OK]、エラーが
発生した場合は[NG]と表示されます。
チェック確認後は[閉じる]をタッチします。

表示器本体の動作チェック
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■ COM1/COM2/LANチェック
RS-232C、RS-422、LANの送受信ラインのチェックです。異常が発生したときにチェックします。

COM1、COM2のチェックを行うには SIOケーブルの接続が必要です。

◆ループバックケーブルの作成

チェックを行うためにループバックケーブルを作成する必要があります。ループバックの配線は以下

のとおりです。

◆チェック

作成したループバックケーブルをインターフェイスに接続し、チェックを行います。正常なら [OK]、

異常なら [NG]が表示されます。

• AST-3211A（MPI）では COM2はMPI専用になります。この場合は COM2チェック
用にループバックケーブルを作成する必要はありません。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆ COM1/COM2/LANチェック」（2-102ページ）

GP3000シリーズ（GP-3302Bを除く） GP-3302Bシリーズ
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2.9 ロジック機能の動作（通信）チェック

ロジックプログラムが正常に動作するか、また GP3000シリーズ DIOボードタイプ、 

FLEX NETWORKユニットに接続している機器が正常に動作するかチェックできます。

できること 設定手順

• ロジックプログラムのモニタ

「2.9.1 ロジックプログラムが正常に動
作するかチェックしたい ■ロジック
モニタ」（2-44ページ）

• ロジックプログラムで使用されている変数のアドレスモ
ニタ

「2.9.1 ロジックプログラムが正常に動
作するかチェックしたい ■アドレス
モニタ」（2-45ページ）

• GP3000シリーズ DIOボードタイプに接続している機器
の動作チェック

「2.9.2 本体 DIOインターフェイスの
ON/OFFが正常かチェックしたい」
（2-46ページ）

• FLEX NETWORKユニットに接続している機器の動作
チェック

「2.9.3 FLEX NETWORKへの通信がで
きるかチェックしたい」（2-48ペー
ジ）

次のページに続きます。

1
0

M A I N  S T A R T

2
1

3
9

4
1 4

5
1 8

6
3 0

7
4 2

MOV

> >  S U B - 0 1  < <

CTV

MOV

CTU

MOV

CTU

ロジックプログラム

の動作状況と命令で

使用している変数の

状態をチェックでき

ます。

ロジックプログラム

で使用されている

変数の変数名と

現在値をチェックで

きます。

I/O I/O

2006/04/18
12:50:03

5 4 3 2 1 0

1 0

I0

I1

O0

ON

ON

ON

DIOボードに接続している
機器が正常に入力・出力

しているか

まずはチェック!
Aセンサー

Bセンサー

Aランプ

I/O I/O

2006/04/18
12:50:03

5 4 3 2 1 0

5 4 3 2 1 0

ON

I0 I1 O0

FLEX NETWORKユニッ
トに接続している機器が

正常に入力・出力してい

るかまずはチェック！

FLEX NETWORK
ユニット Aランプ

Aセンサー

Bセンサー



ロジック機能の動作（通信）チェック

保守 /トラブル解決ガイド 2-42

• LT3000シリーズ本体の DIOインターフェイスに接続し
ている機器の動作チェック

「2.9.4 LT3000シリーズ本体の DIOイ
ンターフェイスに接続している機器

の動作チェックをしたい」（2-50ペー
ジ）

• EXモジュールへの通信ができるかどうかチェック

「2.9.5 EXモジュールへの通信ができ
るかどうかチェックしたい」（2-52
ページ）

• CANopenマスター対応 GP/LT側（マスター側）の通信が
できるかどうかチェックしたい

「2.9.6 CANopenマスター対応 GP/LT
側（マスター側）の通信ができるか

どうかチェックしたい」（2-54ペー
ジ）

次のページに続きます。

できること 設定手順

ON

ON

ON

5 4 3 2 1 0
11 10 9 8 7 6

5 4 3 2 1 0

I0

I1

Q0

DIOインターフェイス（STDドライ
バ）に接続している機器が正常に入

力・出力しているかまずはチェック！

Aセンサー

Bセンサー

Aランプ

I/O

2006/04/18
12:50:03

5 4 3 2 1 0

5 4 3 2 1 0

I0 I1 O0

EXモジュール（EXMドラ
イバ）に接続している機器

が正常に入力・出力してい

るかまずはチェック！

EXモジュール Aランプ

Aセンサー

Bセンサー

GP

2007/06/15
11:13:34

:

:

1

(TXLP)
(TXHP)
(RXLP)
(RXHP)

CANopenネットワーク

CANopen対応の
スレーブユニット

正常に動作している！
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• スレーブユニット側のチェック

「2.9.7 スレーブユニット側の通信がで
きるかどうかチェックしたい」（2-55
ページ）

• CANopen通信時にネットワーク全体の状態をチェックし
たい

「2.9.8 CANopen通信時にネットワー
ク全体の状態をチェックしたい」（2-
56ページ）

できること 設定手順

GP

2007/06/15
11:15:22

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10
11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
31 32 33 34 35 36 37 38 39 40
41 42 43 44 45 46 47 48 49 50
51 52 53 54 55 56 57 58 59 60
61 62 63

CANopenネットワーク

CANopen対応の
スレーブユニット

1つ目のスレーブが動作
していることを確認！

GP

Error : 132

2007/06/15
13:41:32

I/O V  :  V001.000 /   :  250 kb / ID  :  127

SYNC

ID

RPDO
cDCF

(SDO)

Error : 132

CANopenネットワーク

CANopen対応の
スレーブユニット

スレーブのケーブルが

抜けている！
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2.9.1 ロジックプログラムが正常に動作するかチェックしたい

ロジックプログラムが GPで正常に動作するか、またロジックプログラムの命令を確認します。また

ロジックプログラムでの動作確認やロジックプログラムで使用されている変数名とその現在値を一覧

で確認できます。

■ ロジックモニタ

ロジック全体のモニタを行います。ロジックモニタではプログラムの動作状況と命令で使用している

変数の状態が確認できます。

1 ロジックプログラム（プロジェクトファイル）を GP/LTに転送します。

2 画面の右上隅→左下隅または左上隅→右上隅の順をタッチしてオフラインのシステムメニューを表

示し、3つめのメニューから [ロジックモニタ ]のスイッチをタッチします。

3 システムメニューより [ロジックモニタ ]のスイッチをタッチします。タッチすると次のような画面

が表示されて、転送したロジックプログラムが正常に動作しているか確認できます。

4 ロジックモニタを終了します。[ツールバー ]をタッチし、ツールバーの をタッチします。 

[終了 ]スイッチをタッチすると運転画面に戻ります。
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■ アドレスモニタ

ロジックプログラムで使用されている変数のモニタを行います。変数名と現在値が確認できます。ま

た、ロジックプログラムで [アドレス方式 ]が使用されている場合は、アドレスと現在値が確認でき

ます。

1 画面の右上隅→左下隅または左上隅→右上隅の順をタッチしてオフラインのシステムメニューを表

示し、3つめのメニューから [アドレスモニタ ]のスイッチをタッチします。

2 タッチすると次のような画面が表示されて、転送したプロジェクトファイルで設定されている変数名
と現在値が表示されます。

3 アドレスモニタを終了します。[ツールバー ]をタッチし、ツールバーの をタッチします。 

[終了 ]スイッチをタッチすると運転画面に戻ります。

• アドレスモニタはロジックプログラムに対応していない機種や、ロジックプログラ
ムを使用しない場合でもシンボル変数の変数が登録されていればモニタできます。



①オフラインモードに入り、項目切り替えス

イッチから[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]を
タッチし、[DIOドライバ]をタッチします。

③ [I/Oドライバ]が開くので[I/Oモニタ]をタッチ
します。

④入出力するデータのタイプを[ビット]、[整数]
から選択します。（例：入力、出力ともビッ

ト）

⑤入出力ビット表示画面が表示され、[入力]には
現在のON/OFF状態が表示されます。[出力]で
はタッチするたびにON/OFFを反転します。
接続機器が正常に動作する場合はGP-Pro EX
でプロジェクトファイルの設定を確認してく

ださい。正常に動作しない場合はGPと接続機
器の配線を確認して次の項目をチェックしま

す。
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2.9.2 本体 DIOインターフェイスの ON/OFFが正常かチェックしたい

■ 入力、出力が正常に動作するかチェックしよう！

DIOボードに接続した接続機器が正常に入力、出力しているかチェックし、GP-Pro EXの設定に問題

があるのか、GP/LT側の問題が考えられるのか切り分けます。

■ 内部端子チェックを実行しよう！

内部端子チェックを実行するには、チェック用のループバックケーブルを作成する必要があります。

以下のようにループバックケーブルをまず作成してください。

◆ループバックケーブルの作成

ループバックの配線は以下のとおりです。

• シンクタイプ

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 ◆ I/Oドライバ設定
（I/Oモニタ）」（2-113ページ）

例）OUT0からIN0~IN2へと、OUT1からIN3~IN5への3点ずつチェックする場合
A1

B1

A2

B2

A3

B3

A4

B4

A5

B5

A6

B6

0V

24V

OUT1

OUT0

NC

COM

IN5

IN4

IN3

IN2

IN1

IN0

+

次のページに続きます。



①オフラインモードに入り、項目切り替え

スイッチから[周辺機器設定]をタッチしま
す。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]
をタッチします。

③ [I/Oドライバ]が開くので[I/Oチェック]を
タッチします。

④ [I/Oチェック]が表示されるので[開始]を
タッチします。

⑤接続チェック実行画面が表示され、異常

がなければ[OK]、エラーがある場合は
[NG]と表示されます。[OK]と表示された
場合は配線やDIOボードに接続している
機器を確認してください。[NG]と表示さ
れた場合は本体の故障が考えられます。

リペアセンターに配送してください。

「1.11.3 修理しよう！」（1-212ペー
ジ）
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• ソースタイプ

◆ I/Oチェック

DIOボードにループバックケーブルが接続された状態で出力ターミナル 2点の出力を入力ターミナル

の 6点に入力して出力データと入力データを比較します。データが期待値に一致すると [OK]、一致

しないと [NG]が画面に表示され、この結果により接続チェックを行えます。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 ◆ I/Oドライバ設定（I/
Oチェック )」（2-112ページ）

A1

B1

A2

B2

A3

B3

A4

B4

A5

B5

A6

B6

0V

24V

OUT1

OUT0

NC

COM

IN5

IN4

IN3

IN2

IN1

IN0

+

例）OUT0からIN0~IN2へと、OUT1からIN3~IN5への3点ずつチェックする場合
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2.9.3 FLEX NETWORKへの通信ができるかチェックしたい

■ 入力、出力が正常に動作するかチェックしよう！

FLEX NETWORKボードに接続した接続機器が正常に入力、出力しているかチェックします。 
GP-Pro EXの設定に問題があるのか、GP側の問題が考えられるのか切り分けます。

◆DIO（例：FN-X16TS）をご利用の場合

◆アナログユニット（例：FN-AD02AH）をご利用の場合

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 ◆ I/Oモニタ」（2-119ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし、
[FLEX NETWORKドライバ]をタッチします。

③ [I/Oドライバ]が開くので[I/Oモニタ]をタッチします。

④ [I/Oモニタ]が表示されるので[通信速度]、[S-No.]、[型式]、
[タイプ]を設定します。（例：[S-No.]1、[型式]入力、 
FN-X16TS 、[通信速度]6Mbps、[タイプ]ビット）

⑤ビットモニタ画面が表示され、ON/OFF状態が表示され
ます。スイッチが出た状態がOFF、出ていない状態が
ONを示します。接続機器が正常に動作する場合はGP-
Pro EXの設定を確認してください。正常に動作しない場
合はGPと接続機器の配線を確認して次の項目をチェッ
クします。

①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし、
[FLEX NETWORKドライバ]をタッチします。

③ [I/Oドライバ]が開くので[I/Oモニタ]をタッチします。

⑤矢印スイッチで画面を移動し、[CH(チャンネル)]、 
[レンジ]を設定します。

⑥入力モニタ画面が表示され、入力状態

が整数で表示されます。接続機器が正

常に動作する場合はGP-Pro EXの設定
を確認してください。正常に動作しな

い場合はGPと接続機器の配線を確認し
て次の項目をチェックします。

④ [I/Oモニタ]が表示されるので[通信速度]、[S-No.]、[型式]、
[タイプ]を設定します。（例：[S-No.]1、[型式]入力、 
FN-AD02AH、[通信速度]6Mbps



①オフラインモードに入り、項目切り替えス

イッチから[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]を
タッチし、[FLEX NETWORKドライバ]をタッ
チします。

③ [I/Oドライバ]が開くので[通信チェック]を
タッチします。

④ [開始]をタッチします。

⑤通信チェック実行画面が表示され、通信に問

題ない場合は、正常に通信されたユニットの

合計数値と、ユニットに設定されたS-No.が
反転します。正常に通信している場合は配線

やFLEX NETWORKユニットに接続している
機器を確認してください。正常に通信してい

ない場合は通信ケーブルの断線、ユニットの

電源及びユニットの終端抵抗設定を確認して

ください。それでも正常に通信しない場合は

ユニットまたは本体の故障が考えられます。

リペアセンターに配送してください。

「1.11.3 修理しよう！」（1-212ページ）
※以下は通信チェックで対応する I/Oユニット一覧です。

例）FN-X16TS（占有局数 1）、1台、S-No.1と FN-XY32SKS（占有局数 4）、1台、S-No.2で

設定している場合は上記の通信チェック実行画面で 1～ 5の S-No.が反転します。

種類 型式 占有局数

DIO

FN-X16TS 1
FN-X32TS 2
FN-Y08RL 1
FN-Y16SK 1
FN-Y16SC 1
FN-XY08TS 1
FN-XY16SK 1
FN-XY16SC 1
FN-XY32SKS 4

アナログ

FN-AD02AH 1
FN-AD04AH 4
FN-DA02AH 1
FN-DA04AH 4

高速カウンタ FN-HC10SK 8
位置決め FN-PC10SK 4
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■ 通信チェックでケーブルが正常かチェックしよう！

FLEX NETWORKボードに接続されている FLEX NETWORKユニットが通信できているかチェックし

ます。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 ◆通信チェック」（2-118ペー
ジ）
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2.9.4 LT3000シリーズ本体の DIOインターフェイスに接続している機器の動作
チェックをしたい

■ 入力、出力が正常に動作するかチェックしよう！

LTの DIOインターフェイスの入力、出力をチェックし GP-Pro EXの設定に問題があるのか LT側の問

題が考えられるのかを切り分けます。

⑥接続機器が正常に動作する場合は、GP-Pro EXでプロジェクトファイルの設定を確認してくださ
い。正常に動作しない場合はLTと接続機器の配線を確認して次の項目をチェックします。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 ◆ I/Oドライバ設定（STDドライバ）」（2-
150ページ）

• エラーが画面上に表示された場合は、以下を参照してください。

「1.7.3 LT3000シリーズをご利用の場合」（1-185ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし[STD
ドライバ]をタッチします。

③ [STDドライバ]が開くので[端子構成表示]をタッチし、現
在設定されている入力、出力の端子構成を確認します。

④ [戻る]または[←]をタッチして前の画面に戻り、[I/Oモニ
タ]をタッチします。

⑤ [I/Oモニタ]が開き、[入力]では接続機器からのON/OFF
により対応するビット番号が反転します。[出力]ではそ
れぞれのビット番号をタッチし対応する出力のON/OFF
を確認できます。

• [詳細設定 ]で入力フィルタ時間を設定してい
る場合は、その設定時間以下の入力は動作しま

せん。

「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •I/O
モニタ」（2-151ページ）

• LT-33∗∗シリーズをご利用の場合は、入力、出

力 0～ 15で確認できます。

• LT-33∗∗シリーズをご利用の場合は、
入力端子 X0～ X15、出力端子 Y0～
Y15の端子構成を表示します。画面
の下には [X8-X15：標準入力 ]、[Y4-
Y15：標準出力 ]と表示されます。
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■ I/Oボードのチェックをしたい！
LT内部の I/Oボードをチェックし、本体に異常がないかを確認します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •ボードチェック」（2-152ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし[STD
ドライバ]をタッチします。

③ [STDドライバ]が開くので[I/Oボードチェック]をタッチ
し、画面が表示されたら[開始]をタッチします。

④ I/Oボードに異常がなければ、[OK]が表示されます。異常
がある場合はエラーメッセージが表示されます。

• エラーが画面上に表示された場合は、以下を参
照してください。

「1.7.3 LT3000シリーズをご利用の場合」（1-
185ページ）
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2.9.5 EXモジュールへの通信ができるかどうかチェックしたい

EXモジュールが LTに正常に接続されているか、また EXモジュールに接続されている接続機器が正

常に入力、出力しているかチェックし、GP-Pro EXの設定に問題があるのか、LT側に問題があるのか

を切り分けます。

■ DIOモジュールをご利用の場合

• GP-Pro EXで設定した EXモジュールのみ I/Oチェックできます。
• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •I/Oモニタ（DIO設定）」（2-153ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし[EXM
ドライバ]をタッチします。

③ [EXMドライバ]が開くので[I/Oモニタ]をタッチすると、
現在接続されているモジュール数と、モジュールNo.が
表示されます。接続しているモジュールが表示されない

場合はモジュールと接続機器の配線を確認してくださ

い。

④各モジュールの番号をタッチし、画面が表示されたら入出

力するデータのタイプを[ビット]、[整数]から選択します。
（例：DIO出力16点、タイプビット）

⑤ スイッチで画面移動すると入出力実行画面が表示さ

れ、入力状態がON/OFFで表示される、または出力を実行
できます。接続機器が正常に動作する場合はGP-Pro EXの
設定を確認してください。正常に動作しない場合はEXモ
ジュールと接続機器の配線を確認してください。

• LT-3200シリーズをご利用の場合、モ
ジュール数は最大 2台、LT-3300シリーズ
をご利用の場合は最大 3台まで表示されま
す。
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■ アナログモジュールをご利用の場合

• GP-Pro EXで設定した EXモジュールのみ I/Oチェックできます。
• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •I/Oモニタ（アナログ設定）」（2-154ペー
ジ）

①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし[EXM
ドライバ]をタッチします。

③ [EXMドライバ]が開くので[I/Oモニタ]をタッチすると、
現在接続されているモジュール数と、モジュールNo.が
表示されます。接続しているモジュールが表示されない

場合はモジュールと接続機器の配線を確認してくださ

い。

④各モジュールの番号をタッチし、画面が表示されたら入出

力するチャンネル、データ形式、データ範囲を設定しま

す。（例：[CH]1、[データ形式]電圧(0-10V)、[データ範囲]
固定）

⑤ スイッチで画面移動すると入力か出力実行画面が表示

され、入力値が表示される、または出力を実行できます。

接続機器が正常に動作する場合はGP-Pro EXの設定を確認
してください。正常に動作しない場合はEXモジュールと
接続機器の配線を確認してください。

• LT-3200シリーズをご利用の場合、モジュー
ル数は最大 2台、LT-3300シリーズをご利用
の場合は最大 3台まで表示されます。
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2.9.6 CANopenマスター対応 GP/LT側（マスター側）の通信ができるかどうか
チェックしたい

スレーブを接続している状態で、マスター側が通信を受け入れられる状態にあるかどうかをチェック

します。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ◆マスターチェック」（2-
159ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

②[周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし、
[CANopen ドライバ内蔵]をタッチします。

③ [I/Oドライバ]が開くので、[マスターチェック]を
タッチします。

④ [マスターチェック]が開くので、[マスター状態]と[通信状
態]を確認します。 
（例：マスター状態：[動作中]、通信状態：[1スレーブ以上
動作中]、[マスター動作中]マスターは正常に動作している
状態を表します。） 

[マスター状態]と[通信状態]の各詳細については以下を参
照してください

「2.15.9 CANopenマスター対応GP/LTをご利用の場合 ◆
マスターチェック」（2-159ページ）



①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし、
[CANopen ドライバ内蔵]をタッチします。

③ [I/Oドライバ]が開くので、[スレーブチェック]を
タッチします。

④ [スレーブチェック]が開くので、 をタッチし、チェッ

クするスレーブの状態を選択します。その状態にあるス

レーブの番号が反転して表示されます。 

（例：動作中のモジュール、1つ）
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2.9.7 スレーブユニット側の通信ができるかどうかチェックしたい

マスターと接続している状態で、スレーブ側が通信を受け入れられる状態にあるかどうかを

チェックします。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ◆スレーブチェック」（2-
161ページ）



①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチから 

[周辺機器設定]をタッチします。

② [周辺機器設定]が開くので[I/Oドライバ]をタッチし、
[CANopen ドライバ内蔵]をタッチします。

③ [I/Oドライバ]が開くので、[ネットワークチェック]
をタッチします。

④ [ネットワークチェック]が開くので、ネットワークの[構
成]と[状態]をランプで確認します。 
（例：構成：[マスター ]、[各スレーブ設定を優先]、[マス
ター起動]、[スレーブ起動]、[SYNCプロデューサー ]、状
態：[スレーブ無し]スレーブのケーブルが抜けている状態
を表します。） 

 [構成]と[状態]の各詳細については以下を参照してくださ
い。

「2.15.9 CANopenマスター対応GP/LTをご利用の場合 ◆
ネットワークチェック」（2-162ページ）
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2.9.8 CANopen通信時にネットワーク全体の状態をチェックしたい

CANopen通信時にネットワーク全体の状態をチェックします。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ◆ネットワークチェック」
（2-162ページ）
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2.10 コントローラ設定

ロジックプログラムの実行時間を下記のどちらかの方法で設定できます。

できること 設定手順

• コントローラ機能実行時間の割合で設定

「2.10.1 スキャンタイムをロジック機能実行時間
の割合で調整したい（パーセントスキャン）」（2-
58ページ）

• コントローラ機能実行時間と表示機能実行時
間で設定

「2.10.2 スキャンタイムをロジック機能実行時間
と表示機能実行時間の設定で調整したい（コンス

タントスキャン）」（2-59ページ）

C B A

50 30 20

50% 50%

MAIN START1

2

3 MAIN END

ロジック機能実行時間 表示機能実行時間

スキャンタイム

C B A

50 30 20

20ms
30ms

50ms

MAIN START1

2

3 MAIN END

ロジック機能実行時間 表示機能実行時間

スキャンタイム



コントローラ設定

保守 /トラブル解決ガイド 2-58

2.10.1 スキャンタイムをロジック機能実行時間の割合で調整したい（パーセントス
キャン）

スキャンタイムのうち、ロジック機能実行時間を指定してロジックプログラムを実行するための設定

を行います。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.2 GP3000シリーズDIOボードタイプをご利用の場合 ■[本体設定]の設定ガイ
ド」（2-111ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[本体
設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので[ロジッ
ク設定]をタッチします。

③ [ロジック設定]が開くので 
[パーセントスキャン]をタッ
チします。

④ [パーセントスキャン]の入力
枠をタッチし、テンキーで

ロジックプログラムのス

キャンを実行する割合を入

力してください。

⑤ [終了]をタッチすると左のよ
うな[終了]ダイアログボック
スが表示されるので[変更を
保存して終了]をタッチしま
す。

⑥ [設定の保存]ダイアログボッ
クスが表示された後、自動的

にGPが再起動されます。以
上で設定完了です。



コントローラ設定

保守 /トラブル解決ガイド 2-59

2.10.2 スキャンタイムをロジック機能実行時間と表示機能実行時間の設定で調整し
たい（コンスタントスキャン）

指定した一定周期でロジックプログラムを実行させるための設定を行います。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.2 GP3000シリーズDIOボードタイプをご利用の場合 ■[本体設定]の設定ガイ
ド」（2-111ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[本体
設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので[ロジッ
ク設定]をタッチします。

③ [ロジック設定]が開くので 
[コンスタントスキャン]を
タッチします。

④ [コンスタントスキャン]の入
力枠をタッチし、テンキー

でロジックプログラムのス

キャンを実行する周期を入

力してください。

⑤ [終了]をタッチすると左のよ
うな[終了]ダイアログボック
スが表示されるので[変更を
保存して終了]をタッチしま
す。

⑥ [設定の保存]ダイアログボッ
クスが表示された後、自動的

にGPが再起動されます。以
上で設定完了です。
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2.11 ビデオ表示の調整と確認

GP-3*50シリーズの動画機能や VMユニット使用時にビデオ表示の調整や確認ができます。

できること 設定手順

• ビデオ表示の画質調整

「2.11.1 ビデオ表示の画質を調整したい」（2-61
ページ）

• ビデオ表示できないときの映像の確認

「2.11.2 ビデオ表示できないときに表示器まで映
像が届いているか確認したい」（2-63ページ）

暗い... 明るい!

(-128 127)

Page1/4

0

96

(0 255)

2006/04/06
09:57:33

映像を表示

しない！

ビデオ表示がうまく

できないときにGP
まで映像が届いてい

るかどうかを確認し

ます。
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2.11.1 ビデオ表示の画質を調整したい

GP-3*50シリーズの動画機能や VMユニット使用時にビデオ表示の調整ができます。

■ GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.4 GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合 ◆動画設定（ビデオ表示）」
（2-128ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[本体
設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので[動画設
定]をタッチします。

③ [動画設定]が開くので[ビデオ
表示の調整]をタッチします。

④ [ビデオ表示の調整]が開くの
で設定を確認、または変更す

る項目をタッチします。次の

ページへは、画面右下の矢印

キーで移動できます。

⑤ [終了]をタッチすると[終了]
ダイアログボックスが表示

されるので[変更を保存して
終了]をタッチします。自動
的にGPが再起動されます。

Page 1/4 Page 2/4

Page 3/4 Page 4/4
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■ VMユニットをご利用の場合

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.5 VMユニットをご利用の場合 ◆ VMユニット設定（ビデオ表示状態調整）」
（2-134ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[本
体設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので[VMユ
ニット設定]をタッチします。

③ [VMユニット設定]が開くので
[ビデオ表示状態調整]をタッ
チします。

④ [ビデオ表示状態調整]が開く
ので設定を確認、または変更

する項目をタッチします。次

のページへは、画面右下の矢

印キーで移動できます。

⑤ [終了]をタッチすると[終了]
ダイアログボックスが表示

されるので[変更を保存して
終了]をタッチします。自動
的にGPが再起動されます。

Page 1/4 Page 2/4

Page 3/4 Page 4/4



①オフラインモードに入り、項目切り替え

スイッチから[本体設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので[VMユニット設定]
をタッチします。

③ [VMユニット設定]が開くので[ビデオ表示
状態調整]をタッチします。

④ [ビデオ表示状態調整]の左のエリアに映
像が表示されていれば、GPまでは映像
が届いていることを表します。このエリ

アに表示されていない場合はVMユニッ
トに正しく映像機器が接続されているか

確認してください。

ビデオ表示の調整と確認
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2.11.2 ビデオ表示できないときに表示器まで映像が届いているか確認したい

ビデオ表示がうまくできないときに GPまで映像が届いているか確認します。

■ GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合

■ VMユニットをご利用の場合

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。
「2.15.4 GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合 ◆動画設定（ビデオ表示）」
（2-128ページ）

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。
「2.15.5 VMユニットをご利用の場合 ◆ VMユニット設定（ビデオ表示状態調整）」
（2-134ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替えスイッチか

ら[本体設定]をタッチします。

② [本体設定]が開くので[動画設定]をタッチします。

③ [動画設定]が開くので[ビデオ表示の調整]をタッチし
ます。

④ [ビデオ表示の調整]の左のエリアに映像
が表示されていれば、GPまでは映像が
届いていることを表します。このエリ

アに表示されていない場合は映像機器

の接続を確認してください。
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2.12 GP-Pro EXからの画面転送

プロジェクトファイルを転送できないときに下記のような転送ができます。

できること 設定手順

• オフラインモードで転送

「2.12.1 プロジェクトファイルが転送
できないときに手動で転送画面に切

り替えたい」（2-65ページ）

• SRAMのデータを CFカードにバックアップ

「2.12.2 新しいプロジェクトファイル
を転送する前に、SRAMのデータを
CFカードにバックアップしたい」（2-
66ページ）

• 強制転送

「2.12.3 プロジェクトファイルを強制
転送したい」（2-67ページ）

SRAM -> CFCF -> SRAM

2006/03/27
12:50:58

プロジェクト

（∗.prx）

GPが待ちの状態に
なりプロジェクト

ファイルを転送で

きます。

SRAM

SRAMのデータを
バックアップ

CFカード

Waiting For Connection ...

Compulsion Transfer Mode (DipSW2=ON)
Please download the runtime system from the editor.

GPが強制転送画面
になりプロジェクト

ファイルを強制的に

転送できます。

プロジェクト

（∗.prx）



GP-Pro EXからの画面転送

保守 /トラブル解決ガイド 2-65

2.12.1 プロジェクトファイルが転送できないときに手動で転送画面に切り替えたい

プロジェクトファイルが転送できないときに、オフラインモードから手動でプロジェクトファイルを

転送することができます。オフラインモードでプロジェクトファイルを転送する場合は GPを待ち状

態に移行する必要があります。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆プロジェクトファイルの転送」（2-104ページ）

①オフラインモードに入り、項

目切り替えスイッチから[転送]
をタッチします。

② [転送]が開くので[プロジェク
トファイルの転送]をタッチし
ます。

④ [保存中です]というメッセー
ジがダイアログボックスに表

示されます。

③ [設定の保存]ダイアログボッ
クスが開くので[はい]をタッ
チします。

⑤ [データ転送を開始してくださ
い。]と表示されたら、 
GP-Pro EXからプロジェクト
ファイルを転送してください。
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2.12.2 新しいプロジェクトファイルを転送する前に、SRAMのデータを CFカード
にバックアップしたい

内部メモリ（SRAM）の内容を CFカードに転送します。CFカードのデータは消去され、内部メモリ

の内容が上書きされます。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆ SRAM->CFの転送」（2-105ページ）

• CFカードにバックアップされた SRAMのデータを転送する場合は [転送 ]画面で 
[CF->SRAMの転送 ]をタッチして、上記同様の手順を行います。

② [転送]が開くので[SRAM->CFの転送]を
タッチします。入力枠をタッチし、テン

キーで「1101」 （[システムパスワード]が 
[無]の場合のみ）または「システムパス
ワードの設定」で設定したパスワードを入

力してください。

①オフラインモードに入り、項目切り替えス

イッチから[転送]をタッチします。

③ [開始]ボタンをタッチします。

④次のような確認メッセージが表示されるの

で[はい]をタッチします。

⑤転送が完了すると以下のようなメッセージ

が表示されるので、[閉じる]をタッチしま
す。

⑥ CFカードのSRAMフォルダの中に
Z000001.BINというファイルが作成さ
れていることを確認してください。
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2.12.3 プロジェクトファイルを強制転送したい

プロジェクトファイルが転送できないときに、強制的にプロジェクトファイルを転送することができ

ます。強制転送には 2つの方法があります。

■ 画面タッチで強制転送

画面タッチで強制転送を行えます。

1 GPの電源投入時に画面の左下もしくは右下 (各 40× 40ドット )をタッチし続けます。

2 タッチし続けると次のようなダイアログボックスが表示されるので、GP-Pro EXよりプロジェクト

ファイルを転送します。強制転送が完了したら、自動的に GPが再起動し、転送したプロジェクト

ファイルの画面が表示されます。

■ ディップスイッチで強制転送

ディップスイッチ 2を ONしてプロジェクトファイルの強制転送を行います。ディップスイッチがな
い機種（GP-3302Bなど）をご利用の場合、画面タッチによる強制転送が行えます。

1 GPに電源が入っていない状態で、底面の CFカードカバーを開けます。カバーを開けると、CFカー

ドインターフェイスとディップスイッチがあるので、ディップスイッチ 2を ONにします。

2 再度電源を投入すると次のようなダイアログボックスが表示されるので、GP-Pro EXよりプロジェク

トファイルを転送します。強制転送が完了したら自動的に GPが再起動し、以下の強制転送画面に戻

ります。

3 GPの電源を OFFにし、ディップスイッチ 2を OFFにします。再度 GPの電源を入れると上記画面

が表示されるので、[Reset]ボタンをタッチしてください。強制転送時以外はディップスイッチ 2は

OFFでご使用ください。

または

1 2 3 4

ON
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2.13 IPC本体の再起動とデバイスの取り外し 
（パネルコンピュータ使用時のみ）

• 本機能は IPCシリーズのみで設定できます。

できること 設定手順

• IPC本体の再起動

「2.13.1 IPC本体を再起動したい」（2-
69ページ）

• IPCに接続しているデバイスの取り外し

「2.13.2 IPCに接続しているデバイス
を取り外したい」（2-71ページ）

16:20

再起動

16:20

16:20

取り外し
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2.13.1 IPC本体を再起動したい

IPC本体を再起動するための設定を行います。

1 [スタート ]メニューから [プログラム (P)]－ [Pro-face]－ [WinGP]－ [WinGP]－ [WinGP]を選択

し、WinGPを起動すると以下のような画面が表示されます。画面の右上隅→左下隅または左上隅→右

下隅（縦横 40ドット以内）の順に 0.5秒以内にタッチまたはクリックします。

2 システムメニューが表示されるので [オフライン ]を選択します。

• 本機能は IPCシリーズのみで設定できます。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時のみ） ◆ IPC本体
の再起動」（2-141ページ）

• 画面を右クリックして表示されるメニューの [オフラインへ ]を選択してもオフラ
インモードに入ることができます。



③オフラインモードが表示されたら、項目切り

替えスイッチから[IPC設定]を選択します。

④ [IPC設定]が開くので[IPC本体の再起動]を選
択します。

⑤ [IPC本体の再起動]が開くので入力枠
をタッチし、テンキーで「1101」（[シ
ステムパスワード]が[無]の場合のみ）
または「システムパスワード」で設定

したパスワードを入力してください。

⑥ [再起動]をタッチします。

⑦ [本当によろしいですか？ ]というメッ
セージが表示されるので、[はい]を
タッチします。

⑧ IPCを再起動します。

IPC本体の再起動とデバイスの取り外し （パネルコンピュータ使用時のみ）
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2.13.2 IPCに接続しているデバイスを取り外したい

IPCに接続しているデバイスの取り外しを行います。

1 [スタート ]メニューから [プログラム (P)]－ [Pro-face]－ [WinGP]－ [WinGP]－ [WinGP]を選択

し、WinGPを起動すると以下のような画面が表示されます。画面の右上隅→左下隅または左上隅→右

下隅（縦横 40ドット以内）の順に 0.5秒以内にタッチまたはクリックします。

2 システムメニューが表示されるので [オフライン ]を選択します。

• 本機能は IPCシリーズのみで設定できます。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時のみ） ◆ハード
ウェアの取り外し」（2-141ページ）

• 画面を右クリックして表示されるメニューの [オフラインへ ]を選択してもオフラ
インモードに入ることができます。



③オフラインモードが表示されたら、項

目切り替えスイッチから[IPC設定]を
選択します。

④ [IPC設定]が開くので[ハードウェアの
取り外し]を選択します。

⑤  [ハードウェアの取り外し]が
開くので入力枠をタッチし、

テンキーで「1101」（[システ
ムパスワード]が[無]の場合の
み）または「システムパス

ワード」で設定したパスワー

ドを入力してください。

⑥ [起動]をタッチします。

⑦ [本当によろしいですか？ ]と
いうメッセージが表示される

ので、[はい]をタッチします。

⑧以下のようなダイアログボックスが表示

され、IPCに接続しているハードウェア
を安全に取り外します。

IPC本体の再起動とデバイスの取り外し （パネルコンピュータ使用時のみ）
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2.14 遠隔監視設定

できること 設定手順

• GP-Viewer EXやWeb Server機能を設定

「2.14.1 遠隔監視機能（GP-Viewer 
EX、Web Server）を設定したい」（2-
74ページ）
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[PLC1]D00102

[PLC1]D00103

0

350

5

7

12

1

400

8

8

16

2

200

4

3

10

Viewer

Viewer :

FTP

FTP

Web Server

HTTP

Web Server

2007/05/24
15:01:02

80

GP-Viewer EXやWeb 
Server機能を使用する
ために設定

GP-Pro EXで作成した
プロジェクトファイル

パソコンにインストール

されたGP-Viewer EXで
表示器の内容を表示

パソコン

パソコン

パソコン
の画面
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2.14.1 遠隔監視機能（GP-Viewer EX、Web Server）を設定したい

GP-Viewer EXやWeb Server機能の設定を行います。

• 設定画面の詳細は設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ◆遠隔監視設定」（2-88ページ）

• [遠隔監視設定 ]は GP-Pro EXのシステム設定ウィンドウでも設定できます。詳細は
以下を参照してください。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「37.15.2 システム設定ウィンドウ [本体設定 ]
－ [遠隔監視設定 ]の設定ガイド」（37-79ページ）

①オフラインモードに入り、項目切り替

えスイッチから[本体設定]をタッチし
ます。

② [本体設定]が開くので[遠隔監視設定]を
タッチします。

③ [遠隔監視設定]が開きます。

⑤ [終了]をタッチして変更を保存すると自
動的にGPが再起動されます。

④ [Viewer設定]を選択し、[Viewer機能]を 
[使用する]を選択するとGP-Viewer EXが
使用できます。 

[Web Server設定]を選択し、[Web 
Server機能]を[使用する]を選択すると、
Web Server機能が使用できます。
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2.15 オフライン設定ガイド

2.15.1 表示器共通

メニュー 設定内容

「2.15.1 表示器共通 ■ [ホーム ]の設定ガイド」（2-76ページ）

「2.15.1 表示器共通 ■ [本体設定 ]の設定ガイド」（2-78ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆画面設定」（2-78ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆操作設定」（2-79ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆表示設定」（2-80ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆メニューとエラー設定」（2-80ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆ウィンドウ設定」（2-81ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆システムエリア設定」（2-84ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆イーサネット設定」（2-85ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆拡張機能設定」（2-86ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆遠隔監視設定」（2-88ページ）

「2.15.1 表示器共通 ■ [周辺機器設定 ]の設定ガイド」（2-91ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆接続機器設定」（2-91ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆プリンタ設定」（2-92ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆バーコード設定」（2-93ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆ USB」（2-94ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆スクリプト設定」（2-95ページ）

「2.15.1 表示器共通 ■ [パスワード設定 ]の設定ガイド」（2-96ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆システムパスワード」（2-96ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆セキュリティパスワード」（2-96ページ）

「2.15.1 表示器共通 ■ [初期化メニューの設定 ]ガイド」（2-97ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆ユーザメモリの初期化」（2-97ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆ CFカードの初期化」（2-98ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆バックアップ SRAMの初期化」（2-98ページ）

次のページに続きます。
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■ [ホーム ]の設定ガイド

「2.15.1 表示器共通 ■ [メンテナンスメニュー ]の設定ガイド」（2-99
ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆表示パターンチェック」（2-99ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆フォント表示チェック」（2-100ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆タッチパネルチェック」（2-101ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆タッチパネルのキャリブレーション」（2-101ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆ COM1/COM2/LANチェック」（2-102ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆メモリ情報」（2-102ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆色調変更」（2-103ページ）

「2.15.1 表示器共通 ■ [転送 ]の設定ガイド」（2-104ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆プロジェクトファイルの転送」（2-104ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆ CF->SRAMの転送」（2-104ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆ SRAM->CFの転送」（2-105ページ）

「2.15.1 表示器共通 ■外部ファイル操作の設定ガイド」（2-106ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆文字列テーブル読み込み」（2-106ページ）
「2.15.1 表示器共通 ◆ CSVデータインデックス」（2-107ページ）

設定項目 設定内容

OFFLINE LANGUAGE オフラインメニューで使用する言語を [JAPANESE]、[ENGLISH]から選択しま
す。

ランタイムバージョン ランタイムのバージョンが表示されます。

ドライババージョン
プロトコルドライバのバージョンが表示されます。使用可能最大数の 4ドライ
バを表示します。GP-3300シリーズの場合は使用可能最大数の 2ドライバを表
示します。

OSバージョン OSのバージョンが表示されます。

次のページに続きます。

メニュー 設定内容



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-77

デバイスモニタバージョ
ン

システム設定ウィンドウ [本体設定 ]の [拡張機能設定 ]タブで [デバイスモ
ニタを使用する ]を設定している場合のみデバイスモニタバージョンを表示し
ます。

設定項目 設定内容

最終保存日時 プロジェクトの最終保存日時を表示します。

機種情報 設定 GP機種を表示します。

表示カラー GPの表示カラーを表示します。

作成エディタ名 プロジェクトを作成したエディタ名を表示します。

作成エディタバージョン プロジェクトを作成したエディタのバージョンを表示します。

作成者 プロジェクトを作成した人の名前を表示します。

コメント プロジェクトのコメントを表示します。

設定項目 設定内容
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■ [本体設定 ]の設定ガイド
◆画面設定

電源投入後最初に表示される画面の設定やスタンバイモードの設定を行います。

設定項目 設定内容

初期画面番号

GPが起動時に表示する画面の番号を設定します。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「11.3 GP起動時の表示画面を決めたい」
（11-7ページ）

• 画面番号は [表示画面番号のデータ形式 ]が [Bin]の場合 1～ 9999、[BCD]の
場合は 1～ 7999で設定します。

表示画面番号のデータ
形式

画面切り替え時に指定する画面番号のデータ形式を [Bin]、[BCD]から選択しま
す。

スタートタイム 電源を投入してから GPが立ち上がるまでの時間を 0～ 255秒で設定します。

スタンバイモード設定

スタンバイモードを [無 ]、[画面 OFF]、[画面切替 ]から選択します。
• 無
スタンバイモードには切り替わりません。

• 画面 OFF
[スタンバイモード時間 ]で設定した時間が経過しても画面のタッチや、画面
切替、アラームメッセージ表示などの動作がない場合、画面を消去します。

• 画面切替
[スタンバイモード時間 ]で設定した時間が経過しても画面のタッチや、画面
切替、アラームメッセージ表示などの動作がない場合 [スタンバイモード時の
切替画面番号 ]で設定した画面に切り替えます。

スタンバイモード時間
GP保護のために自動画面消去の時間を 1～ 255分で設定します。GPを何も操作
せずに、設定時間が経過すると自動的に画面の表示を消したり、設定した画面に
切り替えます。

スタンバイモード時の
切替画面番号

[スタンバイモード設定 ]が [画面切替 ]の場合、[スタンバイモード時間 ]の経
過後に切り替える画面の番号を設定します。

• 画面番号は [表示画面番号のデータ形式 ]が [Bin]の場合 1～ 9999、[BCD]の
場合は 1～ 7999で設定します。
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◆操作設定

タッチ操作に関する設定を行います。

設定項目 設定内容

タッチパネル検出
タッチパネルの検出を、タッチで反応する [ON]か、離したときに反応する
[OFF]から選択します。

タッチブザーの音 画面にタッチしたときに内蔵のブザー音を鳴らすかどうかを設定します。

外部ブザー端子への出
力

タッチパネルブザーを外部ブザー端子へ出力するかどうかを設定します。

バックライト切れ検出
時のタッチパネル操作

バックライト切れを検出した際にタッチパネルの操作を可能にするかどうか [操
作可能 ]、[操作禁止 ]から設定します。
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◆表示設定

パネル表示に関する設定を行います。

◆メニューとエラー設定

システムメニューやエラーメッセージの表示位置などを設定します。

設定項目 設定内容

反転表示

画面の白黒反転表示を行うかどうかを設定します。

• モノクロの GPが選択されている場合のみ設定できます。

輝度 /コントラスト調
整バーの表示

タッチ入力による、輝度やコントラストを調整する [輝度 /コントラスト調整
バー ]を表示するかどうかを設定します。

Dスクリプト _debug
（）関数機能

Dスクリプトに記述された _debug()関数のデータを実行するかを設定します。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「21.9.1 Dスクリプト /共通設定 [グロー
バル Dスクリプト設定 ]の設定ガイド」（21-51ページ）

設定項目 設定内容

システムの言語設定
GP上で表示される「システムメニュー」、「輝度、コントラストの調整」、「エ
ラーメッセージ」（1行メッセージ、詳細メッセージ両方）「ファイルマネージャ」
の言語を [日本語 ]、[英語 ]から設定します。

システムメニューの表
示

システムメニューを表示する位置を [表示しない ]、[上部 ]、[下部 ]から選択し
ます。

次のページに続きます。
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◆ウィンドウ設定

ウィンドウに関する設定を行います。

次のページに続きます。

オンライン時のエラー
表示

オンライン時のエラー表示を消去するタイミングを [無 ]、[復旧時消去 ]、[画面
切替時消去 ]から選択します。

• 通信エラーなどにより接続機器（PLCなど）への書き込みができなかった場合
のエラーメッセージは、[復旧時消去 ]を設定していても GP画面上から消去さ
れません。このエラーメッセージは画面切り替えを行うと消去できます。

エラー表示位置 エラーを表示する位置を [上部 ]、[下部 ]から選択します。

システムエラー時の自
動復旧

システムエラー時に自動復旧を行うかどうかを設定します。[有効 ]を選択した
場合、エラー発生から約 20秒後に GPが再起動します。

設定項目 設定内容
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設定項目 設定内容

グローバルウィンド
ウ動作

すべての画面に共通で表示するグローバルウィンドウの動作を [無効 ]、[直接 ]、 
[間接 ]から選択します。

無効 グローバルウィンドウを設定しません。

直接

表示するウィンドウ画面番号や表示位置を固定で表示します。
表示のコントロールは GP内部デバイスのアドレス（LS16）を操作するか、システ
ムデータエリアを割り付けた接続機器から行います。

• コントロールアドレス
グローバルウィンドウの表示をコントロールするアドレスです。ビット 0を ON
するとウィンドウが表示されます。

• 接続機器でシステムデータエリアを使用する場合は、割り付けたアドレスの連続
4ワードを使用して設定します。

「2.15.1 表示器共通 ◆システムエリア設定」（2-84ページ）

ウィンドウ画
面番号

グローバルウィンドウの画面番号を 1～ 2000で設定します。

表示位置 X座
標 /Y座標

グローバルウィンドウの表示位置を設定します。画面を切り替えても同じ位置に
ウィンドウが表示されます。ここで指定した座標がウィンドウの左上隅の位置にな
ります。

• X座標は 4ドット単位で設定します。4ドット単位からずれていた場合は、指定
した座標の左側 4ドット単位の位置に自動修正され表示されます。

次のページに続きます。
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次のページに続きます。

間接

表示するウィンドウ画面番号、表示位置は GP内部デバイスのアドレス（LS16～
LS19）にデータを格納することで設定します。システムデータエリアを接続機器に
割り付けると、接続機器からウィンドウ画面を切り替えたり表示位置を変更できま
す。

• コントロールアドレス
グローバルウィンドウの表示をコントロールするアドレスです。ビット 0を ON
するとウィンドウが表示されます。

• ウィンドウ画面番号
表示したいウィンドウ画面の番号を 1～ 2000で指定します。

• 表示位置 X座標 /Y座標
グローバルウィンドウの表示位置を指定します。アドレスに格納する値を変更す
るとウィンドウを移動できます。ここで指定した座標はウィンドウの左上隅の位
置になります。

• 接続機器でシステムデータエリアを使用する場合は、割り付けたアドレスの連続
4ワードを使用して設定します。

「2.15.1 表示器共通 ◆システムエリア設定」（2-84ページ）

データ形式 アドレスに格納するデータの形式を [Bin]、[BCD]から選択します。

回覧メッセージ
を使用する

回覧メッセージが設定されている場合に表示されます。設定の変更はここからはで
きません。

設定項目 設定内容

X
Y
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◆システムエリア設定

GPの内部メモリ（システムデータエリア）と接続機器のデバイス（メモリ）を同期させる場合の設

定を行います。

[システムデータエリアを使用する ]を選択した場合は次の画面に移行します。

設定項目 設定内容

システムエリア機器 システムデータエリアを設定する接続機器を選択します。

システムエリア先頭ア
ドレス

システムエリアに使用する先頭アドレスを指定します。

読込みエリアサイズ
（0～ 256）

全画面共通で使用するデータや折れ線グラフの一括表示データなどを格納する 
[読み込みエリア ]のワード数を 0～ 256で設定します。

• メモリリンク方式で接続している場合は設定できません。

システムデータエリア システムデータエリアを使用するかどうかを設定します。

設定項目 設定内容

システムデータエリア
の項目

使用するシステムデータエリアの項目にタッチするとチェックを付け、その項目
を選択したことになります。

総使用ワード数

システムエリアの設定で選択した項目をワード数で表示します。

• 画面の表示ドット数が 320× 240の場合は [表示 ]キーをタッチすると [シス
テムエリアの設定確認 ]が表示され選択項目を確認できます。

• この設定はダイレクトアクセス方式を使用している場合のみ有効です。
• 画面内で表示される [システムエリア ]とは、システムデータエリアのことで
す。



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-85

◆イーサネット設定

イーサネットに関する設定を行います。

設定項目 設定内容

自局名 ネットワーク上で使用される名前を半角 32文字以内で設定します。

IPアドレス GPの IPアドレスを設定します。IPアドレスは全 32ビットを 8ビットごとの 4
つの組に分け、それぞれ 10進数で入力します。

サブネットマスク サブネットマスクを設定します。使用しない場合は「0」を設定します。

ポート

ポート番号を 5001～ 65516で設定します。設定されたポート番号から連続した
10ポートを使用します。ただし、GPで強制転送画面が表示されている場合は
ポート番号「8000」固定です。

• プロジェクトファイル転送時に LANでの自動検索を行う場合は、[転送ツール ]
－ [転送設定 ]－ [通信ポートの設定 ]－ [ポート（検索）]の番号と同じポート
番号を設定してください。

デフォルトゲートウェ
イ

ゲートウェイの IPアドレスを設定します。ゲートウェイを使用しない場合は、
すべて「0」に設定します。設定できるゲートウェイは 1つのみです。

自動認識
ネットワークの自動認識を有効にするかどうか設定します。自動認識を行わない
場合、[速度設定 ]、[Duplex]を手動で設定します。

速度設定 ネットワークの速度を [100M]、[10M]から選択します。

Duplex設定 ネットワークの通信方式を [Half]、[Full]から選択します。
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◆拡張機能設定

設定項目 設定内容

RPA機能キーコード RPA機能のキーコードを設定します。

GP-Viewer EX機能キーコード GP-Viewer EX機能キーコードを設定します。

Etherマルチリンク設定

Etherマルチリンク機能を使用する場合の GPの動作モードを設定
します。[マスター ]と [スレーブ ]から選択します。
[マスター ]を選択すると画面右下に表示される矢印ボタンで次の
画面に移行します。[指定の IPアドレスのみ接続を許可する ]に
チェックを付け、アドレス部分にタッチするとキーボードが表示
されますので、接続を許可したいアドレスを入力してください。

[スレーブ ]を選択した場合、矢印ボタンを押して接続するマス
ターの IPアドレスを設定してください。

• マスター IPに、この表示器の IPを入力しないでください。

次のページに続きます。
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操作ロック機能設定 操作ロック機能の設定をします。

操作ロック機能を使用する
チェックを付けると 1台の GPでの操作中はほかの GPからのタッ
チ操作をロックします。

画面タッチでロックする
チェックを付けると GPの画面にタッチすることでほかの GPの
タッチ操作をロックする設定になります。

自動解除タイマー（秒）
操作ロック状態になった後、ロック元の GPで新たなタッチがな
い場合自動的にロックを解除するまでの秒数を設定します。

• 上記の機能を使用できる本体機種には制限があります。設定を行う前に、ご使用の
機種が機能に対応しているかどうかご確認ください。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「1.3 機種別サポート機能一覧」（1-6ページ）

設定項目 設定内容



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-88

◆遠隔監視設定

• Viewer設定

設定項目 設定内容

Viewer機能 GP-Viewer EX機能を設定します。

使用する GP-Viewer EX機能を使用するかどうかを設定します。

クライアントから画
面切替を有効にする

GP-Viewer EXから表示器の画面切り替えを許可するかどうかを
設定します。

• セキュリティ設定で読み書き操作の権限があるユーザでもこ
の項目が選択されていない場合は、GP-Viewer EX側からの画
面切り替えはできません。
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• FTP設定

• Web Server設定

設定項目 設定内容

FTPを使用する FTP機能を使用するかどうかを設定します。

設定項目 設定内容

Web Serverの設定 Web Server機能を設定します。

Web Serverを使用
する

Web Server機能を使用するかどうかを設定します。

HTTPプロトコルの
ポート番号

Web Server機能が使用するポート番号を 1～ 65535で設定して
ください。

• 通常は 80番をご使用になることをおすすめします。ただし、
ファイアウォール等を使用しているため、80番を使用できな
い場合は、ポート番号を変更する必要があります。

• 使用可能なポート番号については、ファイアウォールの設定
より異なるため、ファイアウォールの設定を参照してくださ
い。
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• タイムゾーン設定

設定項目 設定内容

タイムゾーンの設
定

GMT標準時との時
差

パソコンを設置する場所の標準時間を、グリニッジ標準時との
時差で設定します。



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-91

■ [周辺機器設定 ]の設定ガイド

◆接続機器設定

接続機器（PLCやホストなど）の通信に関する設定をここで行います。接続機器の通信設定と合わせ

るようにしてください。

• [接続機器設定 ]の詳細設定内容は接続機器により異なります。各接続機器の設定内
容詳細は「GP-Pro EX 機器接続マニュアル」をご確認ください。

設定項目 設定内容

メーカー 現在設定されている接続機器のメーカー名を表示します。

シリーズ 現在設定されている接続機器のシリーズ名を表示します。

ポート 現在設定されている接続機器の接続ポートを表示します。

接続台数 現在設定されている接続機器のタイプに何台接続されているかを表示します。
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◆プリンタ設定

GPと接続するプリンタの機種や印字方法を設定します。

設定項目 設定内容

タイプ

接続するプリンタのタイプを [使用しない ]、[NEC PR201]、[EPSON ESC/P 高速 ]、
[EPSON ESC/P高品位 ]、[HP Laser Jet]、[EPSON PM /Stylus6色インク ]、[EPSON 
Stylus4色インク ]、[テキスト ASCII]から選択します。

• [テキスト ASCII]の場合は印刷の方法が異なるため、文字の形状が異なる可能
性があります。

ポート プリンタが設定されているポートを表示します。

印字方式

印字方式を [モノクロ ]、[カラー ]から選択します。

• GPがモノクロの機種の場合は [印字方式 ]を [カラー ]に設定してもモノクロ
で印字されます。

白黒反転 白黒反転で印字するかどうかを指定します。

画面ハードコピーの回
転

画面ハードコピーする際の印字方向を [回転無し ]、[左 90度回転 ]から選択し
ます。

印字倍率
タイプが [EPSON PM/Stylus6色インク ]、[EPSON Stylus4色インク ]の場合のみ、
印字の倍率を 1～ 4で設定します。
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◆バーコード設定

GPと接続するバーコードの通信方法を設定します。

設定項目 設定内容

ポート バーコードリーダを接続するポートの種別が表示されます。

タイプ 設定するバーコードを [バーコード 1]、[バーコード 2]から選択します。

データ格納先
バーコードリーダが読み取ったデータがどこへ格納されるか [データ表示器 ]、 
[内部デバイス ]から表示されます。

通信速度
バーコードリーダと GP間の通信速度を [2400]、[4800]、[9600]、[19200]、
[38400]、[57600]、[115200]から選択します。

データ長 通信するデータの長さ (ビット )を [7bit]、[8bit]から選択します。

パリティ パリティチェックの方法を [無 ]、[偶数 ]、[奇数 ]から選択します。

ストップビット ストップビットの長さ (ビット )を [1]、[2]から選択します。

フロー制御

送受信データのオーバーフローを防ぐために行う通信制御の方式を [無 ]、
[ER(DTR/CTS)制御 ]、[RTS/CTS制御 ]から選択します。

• ポートに USB/SIOが設定されている場合は、[無 ]と設定されます。

5V電源供給 GPから 5V電源を供給するかどうかを選択します。



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-94

◆USB

GPに接続している USBデバイスの情報（メーカー名と製品名）を表示します。

設定項目 設定内容

メーカー GPに接続している USB機器のメーカー名を表示します。

製品名 GPに接続している USB機器の製品名を表示します。

• 以下の表の同一カテゴリに属する USB機器を複数同時に使用することはできませ
ん。同一カテゴリに属する USB機器を複数装着しても、使用できるのは先に GPが
認識した USB機器 1つのみです。

カテゴリ USB機器
1 プリンタ、USB-PIO変換器
2 キーボード、テンキー、バーコードリーダ

3 マウス

4 USBストレージ（USBメモリ、CFカードリーダ等）
5 USB転送ケーブル
6 USB-シリアル (RS-232C)変換ケーブル
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◆スクリプト設定

スクリプトで使用する接続機器の通信設定を行います。

設定項目 設定内容

ポート スクリプトで使用するポートを表示します。

通信方式
通信方式を [RS232C]、[RS422/485(4線式 )]、[RS422/485(2線式 )]から選択しま
す。

通信速度 (bps) 通信速度を [2400]、[4800]、[9600]、[19200]、[38400]、[57600]、[115200]から選
択します。

データ長 通信データ長を [7bit]、[8bit]から選択します。

パリティビット 通信パリティビットを [無 ]、[奇数 ]、[偶数 ]から選択します。

ストップビット 通信ストップビット長を [1]、[2]から選択します。

フロー制御

通信方式が [RS232C]の場合のみ、通信制御方式を [無 ]、[RTS/CTS制御 ]、
[ER(DTR/CTS)制御 ]から選択します。

• ポートに USB/SIOが設定されている場合は、[無 ]と設定されます。

5V電源供給

通信方式が [RS232C]の場合のみ、5V電源供給の設定をするかどうかを設定しま
す。接続機器が電源供給を必要とするときのみ [する ]に設定してください。5V
電源供給を必要としないのに [する ]を設定した場合、接続機器や GPの故障の
原因になります。設定する際は接続機器や接続ケーブルの仕様をよくご確認くだ
さい。

• [ポート ]に [USB/SIO]を選択した場合は、[しない ]に設定されます。
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■ [パスワード設定 ]の設定ガイド

◆システムパスワード

「メモリの初期化」やオフラインモードに切り替えるときに使用するパスワードの設定です。

◆セキュリティパスワード

レベル 15のパスワードを入力すると、レベル 1からレベル 15までのパスワードが変更できるように

なります。

設定項目 設定内容

新しいパスワードを入
力してください

初期設定時やオフラインモードに入る際のシステムパスワードを 0～ 99999999
で設定します。システムパスワードが不要な場合は「0」を設定します。

再度、新しいパスワー
ドを入力してください

確認のため再度パスワードを入力します。

設定項目 設定内容

レベル 15のパスワー
ドを入力してください

セキュリティパスワードを変更するために、レベル 15のパスワードを入力しま
す。

• あらかじめレベル 15のセキュリティパスワードが設定されていない場合は、
オフラインモードでセキュリティパスワードの変更はできません。セキュリ
ティパスワードを設定したプロジェクトファイルを GPに転送してください。

パスワード変更レベル
の選択

変更したいパスワードレベルを 1～ 15で選択します。

現在のパスワード 現在のパスワードを入力します。
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■ [初期化メニューの設定 ]ガイド

◆ユーザメモリの初期化

GPのユーザメモリに格納されているデータをすべて消去します。

• [開始 ]スイッチを押したあとに初期化の取り消しはできませんので、ご注意くださ
い。 
初期化中は電源を切らないでください。

• バックアップ SRAMのデータも消去されます。
• 初期化を行っても、GPのシステム、ドライバなどのシステムや、時刻の設定デー
タは消去されません。

• ロジックプログラムの保持データもすべて消去されます。

• 初期化に数十秒かかる場合があります。

設定項目 設定内容

システムパスワードを
入力して開始スイッチ
を押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シス
テムパスワードを設定していない場合は標準のパスワード「1101」を入力しま
す。

開始 ユーザメモリの初期化を開始します。
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◆CFカードの初期化

GPに装着された CFカードのデータをすべて消去します。

◆バックアップ SRAMの初期化

GPのバックアップ SRAMに格納されているデータをすべて消去します。

• [開始 ]スイッチを押したあとに初期化の取り消しはできませんので、ご注意ください。 
初期化中は電源を切らないでください。

設定項目 設定内容

システムパスワードを
入力して開始スイッチ
を押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シス
テムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力しま
す。

開始 CFカードの初期化を開始します。

• [開始 ]スイッチを押したあとに初期化の取り消しはできませんので、ご注意ください。 
初期化中は電源を切らないでください。

• バックアップしているデータは消去されます。
• 初期化を行っても、システム、通信プロトコル、時刻の設定データ、ロジックプログ
ラムの保持データは消去されません。

設定項目 設定内容

システムパスワードを
入力して開始スイッチ
を押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シス
テムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力しま
す。

開始 バックアップ SRAMの初期化を開始します。
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■ [メンテナンスメニュー ]の設定ガイド

◆表示パターンチェック

描画機能のチェックです。液晶ディスプレイが正しく表示されるかチェックします。画面をタッチす

ると表示パターンを切り替えて表示します。

設定項目 設定内容

16階調赤パターン 16階調赤パターンを表示します。

16階調緑パターン 16階調緑パターンを表示します。

16階調青パターン 16階調青パターンを表示します。

16× 16階調パターン 16× 16階調パターンを表示します。

• モノクロ機種では 16階調もしくは 8階調パターンのみ表示されます。
• AST-3501Cでは 16階調パターンのみ表示されます。

16階調赤パターン

16階調緑パターン
16階調青パターン

16×16階調パターン
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◆フォント表示チェック

インストールされているフォントのフォントパターンを表示します。各フォント（日本、欧米、中国

語（繁体字）中国語（簡体字）、韓国、キリル文字、タイ語）の文字パターンをチェックします。各

言語のフォントイメージをチェックします。中国語（繁体字）中国語（簡体字）、韓国、キリル文字、

タイ語についてはユーザがダウンロードしているフォントのみチェックできます。

設定項目 設定内容

フォント一覧

イメージチェックするフォントを [Japan16× 16]、[Japan32× 32]、[PF Arial S]、
[PF 7Segments S]、[PF Russian S]、[ASCII Characters]、[PF Chinese S]、 
[PF Japanese S]、[PF Taiwanese S]、[PF Korean S]、[PF Thai S]、[PF NumericFull S]、
[PF SongTi]、[PF FangSong]、[PF Dotum]、[PF Batang]、[PF TRSongTi]、 
[PF TRMingLiu]から選択します。フォントの項目をタッチするとパターン表示確
認画面に移行します。

• ASCIIフォントグループのみ別画面に項目を表示します。
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◆タッチパネルチェック

タッチパネルのチェックです。タッチした箇所が正しく反応するかチェックします。

◆タッチパネルのキャリブレーション

アナログタッチパネルの補正（キャリブレーションの設定）を行います。

設定項目 設定内容

タッチパネルチェック

タッチパネルの入力を行い、入力された座標にドット表示を行います。タッチ箇
所の表示反転を目視確認できます。

• 画面の右上か左上または左下のいずれかをタッチすると、ドットの色を変更す
ることができます。それぞれの色は右上（黄色）、左上（青色）、左下（赤色）
です。

END メニュー画面に戻ります。

設定項目 設定内容

Touch Center of the 
Cross

+印が移動、または消えるまでタッチし続けます。

• +印と離れている箇所をタッチした場合は、誤入力と認識し、正常にキャリブ
レーションモードを終了しません。
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◆COM1/COM2/LANチェック

RS-232C、RS-422、LANの送受信ラインのチェックです。異常が発生したときにチェックします。

COM1、COM2のチェックを行うには SIOケーブルの接続が必要です。正常なら [OK]、異常ならエ

ラーメッセージを表示します。

◆メモリ情報

GP本体のメモリの総量と使用量が表示されます。

設定項目 設定内容

COM1/RS232C GPの COM1、RS-232Cモードの端子が正常かどうかをチェックします。

COM1/RS422 GPの COM1、RS-422モードの端子が正常かどうかをチェックします。

COM2/RS422 GPの COM2の端子が正常かどうかをチェックします。

LAN

内部のループバックチェックを行います。MACアドレスのチェックを行います。

• LANインターフェイスのない機種ではこの項目は表示されません。

• COM1、COM2のチェックを行うにはループバックケーブルの作成が必要になりま
す。詳細は以下を参照してください。

「2.8.1 表示器本体が正常に動作しているかチェックしたい ◆ループバックケーブ
ルの作成」（2-40ページ）

設定項目 設定内容

NAND USE/TOTAL NAND（画面データが格納されるエリア）のメモリ総量と使用量を表示します。
ヒストグラムでは青色部分が使用量、緑色部分が空き容量を示します。

次のページに続きます。
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◆色調変更

オフラインモードの色調を変更できます。

CF USE/TOTAL CFカードのメモリ総量と使用量を表示します。ヒストグラムでは青色部分が使
用量、緑色部分が空き容量を示します。

USB USE/TOTAL

USBメモリの総量と使用量を表示します。ヒストグラムでは青色部分が使用量、
緑色部分が空き容量を示します。

• 各デバイスの表示容量の上限は 2,097,151 KB(2,147,483,647バイト )です。(約
2Gバイト )総容量もしくは空き容量が上記上限を超える場合も 2,097,151 KB
と表示されます。

• USBメモリが正しく装着されていない場合は表示されません。

• AST-3501Cでは [色調変更 ]は表示されません。

設定項目 設定内容

Color 色調を変更する箇所を [Base]、[Text]、[BackGround]から選択します。

Default 調整値を初期状態に戻します。

RGB

[Color]で選択した箇所の色調を変更します。R、G、Bの各色設定値を 0～ 255
で入力します。入力方法には 3つの方法があります。
• 数値で入力する 

(数値をタッチして表示されたキーボードで各要素の値を入力します。)
• ドラムボタンで入力する 

(数値入力枠の横にある で数値を変更します。+5または −5ずつ変化しま
す。)

• 直接入力する 
（RGBの各ヒストグラムを直接タッチして数値を変更します。）

設定項目 設定内容
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■ [転送 ]の設定ガイド

◆プロジェクトファイルの転送

オフラインモードでプロジェクトファイルを転送する場合に設定します。

◆CF->SRAMの転送

CFカードにある SRAMバックアップデータ（SRAM→CFで転送したデータ）の内容を内部メモリ

（SRAM）に転送します。

設定項目 設定内容

データ転送を開始して
ください。

オフラインモードでプロジェクトファイルを転送する場合は、上記画面で GPを
転送待ち状態にする必要があります。
[データ転送を開始してください。]というメッセージが表示されてから、GP-Pro 
EXでプロジェクトファイル転送を行ってください。

• プロジェクトファイル転送後は自動的に GPが再起動されます。
• オフラインモードで設定を変更し、保存していない場合は [設定の保存 ]ダイ
アログボックスが表示されます。

設定項目 設定内容

システムパスワードを
入力して開始スイッチ
を押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シス
テムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力しま
す。

開始 CFカードに保存したバックアップ SRAMデータを GPに転送開始します。
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◆SRAM->CFの転送

内部メモリ（SRAM）の内容を CFカードに転送します。

• SRAMの内容は GP-Pro EXで [SRAM自動バックアップ ]の [コントロールワードア
ドレス ]を設定し、このアドレスのビットを ONすることでも CFカードに転送でき
ます。アドレスの設定方法は下記を参照してください。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「5.17.6 [システム設定ウィンドウ ]の設定ガ
イド •メモリカード設定」（5-160ページ）

設定項目 設定内容

システムパスワードを
入力して開始スイッチ
を押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シス
テムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力しま
す。

開始
GP内のバックアップ SRAMデータを CFカードに転送開始します。CFカード内
に ¥SRAM¥Z000001.BINというファイルが作成されます。

• CFカードの空き容量は必ずバックアップ SRAMのサイズより大きくしてください。

• バックアップ SRAMのファイルは CFカードに 1ファイルしか保存できません。

• オフラインモードで [CFカードの初期化 ]を実行すると SRAMフォルダを作成しま
す。

• オフラインモードで CFカードからバックアップ SRAMへの転送を実行すると、そ
れまで保存していたデータ（ロギングデータなど）がすべて転送されたデータに書
き換わり、消去されます。

• オフラインモードで CFカードからバックアップ SRAMへの転送を実行しても、 
[輝度 ]、[コントラスト ]、[音量調節 ]の設定値は変更されません。ただし、運転
モードに移行したり、電源を再度投入した場合は転送されたデータで動作します。

• オフラインモードで CFカードからバックアップ SRAMへの転送を実行すると、
VGA、SVGA表示している場合に調整済みの VGA/SVGA表示が変更される場合が
あります。

• オフラインモードで CFカードからバックアップ SRAMへの転送を実行すると、そ
れまで記憶していた日本語 FEPの学習情報が上書きされます。このため日本語
FEPの変換候補に表示されていた使用頻度の優先順位が変わる場合があります。
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■ 外部ファイル操作の設定ガイド

◆文字列テーブル読み込み

文字列テーブルのデータをオフラインで書き換えるための設定をします。

設定項目 設定内容

読み込み元
外部ファイルが保存されている場所を [CFカード ]、[USBストレージ ]から選択
します。

起動時ファイル読み込
み

GP起動時に外部ストレージにあるファイルを読み込むかどうかを設定します。

• [有効 ]を選択した場合、GPの起動に時間がかかる場合があります。

外部ファイル自動削除

外部ストレージにある文字列テーブルの自動読み込みを行った後、自動的にデー
タを削除するかどうかを設定します。

• [有効 ]を選択していても、手動読み込みを行った場合外部ファイルは削除さ
れません。

手動読み込み
[開始 ]ボタンにタッチすると、外部ストレージに保存されたファイルの読み込
みを開始します。
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◆CSVデータインデックス

登録されているレシピ情報のインデックするファイルを CSV形式で作成します。

• 外部ストレージ内にすでにインデックスファイルが存在している場合、そのデータ
は上書きされます。

設定項目 設定内容

CFカード インデックスファイルを CFカードに作成します。

USBストレージ インデックスファイルを USBストレージに作成します。

開始 インデックスファイルの作成を開始します。
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2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合

メニュー 設定内容

「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 
■ [ホーム ]の設定ガイド」（2-109ページ）

「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 
■ [本体設定 ]の設定ガイド ◆ロジック設定」（2-111ペー
ジ）

「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 
■ [周辺機器設定 ]の設定ガイド」（2-112ページ）

「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 
◆ I/Oドライバ設定（I/Oチェック )」（2-112ページ）
「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 •I/O
チェック→接続チェック実行画面」（2-112ページ）

「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 
◆ I/Oドライバ設定（I/Oモニタ）」（2-113ページ）
「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 •入力タイ
プ（ビット）出力タイプ（ビット）」（2-113ページ）
「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 •入力タイ
プ（ビット）出力タイプ（整数）」（2-113ページ）
「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 •入力タイ
プ（整数）出力タイプ（ビット）」（2-114ページ）
「2.15.2 GP3000シリーズ DIOボードタイプをご利用の場合 •入力タイ
プ（整数）出力タイプ（整数）」（2-114ページ）
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■ [ホーム ]の設定ガイド

設定項目 設定内容

OFFLINE LANGUAGE

オフラインメニューで使用する言語を [JAPANESE]、[ENGLISH]から選択しま
す。

• GP-3200シリーズと ST-3000シリーズをお使いの場合、GP-Pro EXの [シス
テム設定ウィンドウ ]で [フォント設定 ]－ [プロジェクトで使用するフォ
ント ]項目で [日本語標準フォント ]のチェックを外すと、従来のオフライ
ンのトップ「OFFLINE LANGUAGE」で選択できていた「JAPANESE」が選
択できなくなり、コンボボックスはほかの言語が選択できなくなります。こ
のとき、コンボボックスは無効になり、タッチが効かない状態になります。

ランタイムバージョン ランタイムのバージョンが表示されます。

ドライババージョン
プロトコルドライバのバージョンが表示されます。使用可能最大数の 4ドライ
バを表示します。GP-3300シリーズの場合は使用可能最大数の 2ドライバを表
示します。

OSバージョン OSのバージョンが表示されます。

デバイスモニタバージョ
ン

システム設定ウィンドウ [本体設定 ]の [拡張機能設定 ]タブで [デバイスモ
ニタを使用する ]を設定している場合のみデバイスモニタバージョンを表示し
ます。
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設定項目 設定内容

I/Oドライババージョン I/Oドライバ名と I/Oドライバランタイムバージョンが表示されます。

設定項目 設定内容

最終保存日時 プロジェクトの最終保存日時を表示します。

機種情報 設定 GP機種を表示します。

表示カラー GPの表示カラーを表示します。

作成エディタ名 プロジェクトを作成したエディタ名を表示します。

作成エディタバージョン プロジェクトを作成したエディタのバージョンを表示します。

作成者 プロジェクトを作成した人の名前を表示します。

コメント プロジェクトのコメントを表示します。
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■ [本体設定 ]の設定ガイド

◆ロジック設定

ロジックプログラムの設定を行います。

設定項目 設定内容

ロジックプログラム
[有効 ] の場合は、以下のすべての項目が設定できます。[無効 ] の場合は設定
できません。

コンスタントスキャン ロジック機能実行時間を 10~2000msで設定します。

パーセントスキャン ロジック機能実行時間の割合を 10～ 50%で設定します。

WDT(100～ 3000) ウォッチドッグタイムを 100～ 3000msで設定します。

H/W電源 ON時の動作 GP本体を ONしたときのロジックの動作を [運転 ]、[停止 ]から選択します。

設定項目 設定内容

アドレスリフレッシュ
ロジックプログラムに割り付けられた接続機器や内部デバイスアドレスの値を
更新する早さを [高速 ]、[中速 ]、[低速 ]から選択します。

マイナーエラー時処理 継続異常が発生したときのロジック動作を [運転 ]、[停止 ]から選択します。

入出力設定
入力、出力の動作を行う場合は [有効 ]、入力、出力の動作を [停止 ]する場
合は [無効 ]を選択します。



I/Oチェック 接続チェック実行画面

• I/Oチェックを開始するにはループバックケーブルの接続が必要です。DIO
ボードにはシンクタイプとソースタイプがあり、それぞれループバックの配
線も異なります。各配線方法は下記を参照してください。

オフライン設定ガイド
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■ [周辺機器設定 ]の設定ガイド

◆ I/Oドライバ設定（I/Oチェック )

• I/Oチェック→接続チェック実行画面

設定項目 設定内容

I/Oチェック I/Oチェックを開始する画面です。

開始

接続チェック実行画面に移り、I/Oチェックを開始します。

「2.9.2 本体DIOインターフェイスのON/OFFが正常かチェックしたい ■内
部端子チェックを実行しよう！」（2-46ページ）

接続チェック実行画面 接続チェックを実行する画面です。

接続チェック実行画面

DIOボードにループバックケーブルが接続された状態で、出力ターミナル 2点
の出力を入力ターミナル 6点に入力して出力データと入力データを比較し、
データが期待値に一致すれば正常に動作していると判断され [OK]が画面に表
示されます。期待値と一致しない場合は [NG]が表示されます。
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◆ I/Oドライバ設定（I/Oモニタ）

• 入力タイプ（ビット）出力タイプ（ビット）

• 入力タイプ（ビット）出力タイプ（整数）

設定項目 設定内容

ビット・整数切替画面 入出力の状態をビットで表示するか、整数で表示するかを選択する画面です。

入力タイプ 入力する値のタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

出力タイプ 出力する値のタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

入出力表示画面 入出力状態をビットで表示する画面です。

入力 DIOの入力ビット 0～ 5の現在の ON/OFF状態が表示されます。

出力 [1] タッチするたびに、DIOの出力ビット 1の ON/OFFを反転します。

出力 [0] タッチするたびに、DIOの出力ビット 0の ON/OFFを反転します。

設定項目 設定内容

ビット・整数切替画面 入出力の状態をビットで表示するか、整数で表示するかを選択する画面です。

入力タイプ 入力する値のタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

出力タイプ 出力する値のタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

入出力表示画面 入力状態をビット、出力状態を整数で表示する画面です。

入力 DIOの入力ビット 0～ 5の現在の ON/OFF状態が表示されます。

出力 タッチするとテンキーが表示されます。出力する値を 0～ 3で設定します。

出力 入力枠をタッチして表示される、テンキーで設定した値を出力します。

ビット・整数切替画面 入出力表示画面

ビット・整数切替画面 入出力表示画面
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• 入力タイプ（整数）出力タイプ（ビット）

• 入力タイプ（整数）出力タイプ（整数）

設定項目 設定内容

ビット・整数切替画面 入出力の状態をビットで表示するか、整数で表示するかを選択する画面です。

入力タイプ 入力する値のタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

出力タイプ 出力する値のタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

入出力表示画面 入力状態を整数、出力状態をビットで表示する画面です。

入力 DINの現在の入力値が 0～ 63で表示されます。

出力 [1] タッチするたびに、DIOの出力ビット 1の ON/OFFを反転します。

出力 [0] タッチするたびに、DIOの出力ビット 0の ON/OFFを反転します。

設定項目 設定内容

ビット・整数切替画面 入出力の状態をビットで表示するか、整数で表示するかを選択する画面です。

入力タイプ 入力する値のタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

出力タイプ 出力する値のタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

入出力表示画面 入出力の状態を整数で表示します。

入力 DINの現在の入力値が 0～ 63で表示されます。

出力 タッチするとテンキーが表示されます。出力する値を 0～ 3で設定します。

出力 入力枠をタッチして表示される、テンキーで設定した値を出力します。

ビット・整数切替画面 入出力表示画面

ビット・整数切替画面 入出力表示画面
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2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合

メニュー 設定内容

「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 
■ [ホーム ]の設定ガイド」（2-116ページ）

「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 
■ [本体設定 ]の設定ガイド ◆ロジック設定」（2-
117ページ）

「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 
■ [周辺機器設定 ]の設定ガイド」（2-118ページ）

「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 ◆通信チェック」
（2-118ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •通信チェック→通
信チェック実行画面」（2-118ページ）

「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 ◆ I/Oモニタ」（2-
119ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]入力、
FN-X16TS使用時」（2-119ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]入力、
FN-X32TS使用時」（2-119ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]出力、
FN-Y08L使用時」（2-120ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]出力、
FN-Y16SK使用時」（2-120ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]出力、
FN-Y16SC使用時」（2-121ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]入出力、

FN-XY08TS使用時」（2-121ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]入出力、
FN-XY16SK使用時」（2-122ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]入出力、
FN-XY16SC使用時」（2-122ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]入出力、
FN-XY32SKS使用時」（2-123ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]アナロ
グ、FN-AD02AH使用時」（2-123ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]アナロ
グ、FN-DA02AH使用時」（2-124ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]アナロ
グ、FN-AD04AH使用時」（2-125ページ）
「2.15.3 FLEX NETWORKユニットをご利用の場合 •[型式 ]アナロ
グ、FN-DA04AH使用時」（2-126ページ）
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■ [ホーム ]の設定ガイド

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

OFFLINE LANGUAGE オフラインメニューで使用する言語を [JAPANESE]、[ENGLISH]から選択しま
す。

ランタイムバージョン ランタイムのバージョンが表示されます。

ドライババージョン
プロトコルドライバのバージョンが表示されます。使用可能最大数の 4ドライ
バを表示します。GP-3300シリーズの場合は使用可能最大数の 2ドライバを表
示します。

OSバージョン OSのバージョンが表示されます。

デバイスモニタバージョ
ン

システム設定ウィンドウ [本体設定 ]の [拡張機能設定 ]タブで [デバイスモ
ニタを使用する ]を設定している場合のみデバイスモニタバージョンを表示し
ます。

設定項目 設定内容

I/Oドライババージョン I/Oドライバ名と I/Oドライバランタイムバージョンが表示されます。
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■ [本体設定 ]の設定ガイド

◆ロジック設定

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

最終保存日時 プロジェクトの最終保存日時を表示します。

機種情報 設定 GP機種を表示します。

表示カラー GPの表示カラーを表示します。

作成エディタ名 プロジェクトを作成したエディタ名を表示します。

作成エディタバージョン プロジェクトを作成したエディタのバージョンを表示します。

作成者 プロジェクトを作成した人の名前を表示します。

コメント プロジェクトのコメントを表示します。

設定項目 設定内容

ロジックプログラム
[有効 ] の場合は、以下のすべての項目が設定できます。[無効 ] の場合は設定
できません。

コンスタントスキャン ロジック機能実行時間を 10～ 2000msで設定します。

パーセントスキャン ロジック機能実行時間の割合を 10～ 50%で設定します。

WDT ウォッチドッグタイムを 100～ 3000msで設定します。

H/W電源 ON時の動作 GP本体を ONしたときのロジックの動作を [運転 ]、[停止 ]から選択します。
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■ [周辺機器設定 ]の設定ガイド

◆通信チェック

通信チェックし、チェック結果が表示されます。

• 通信チェック→通信チェック実行画面

設定項目 設定内容

アドレスリフレッシュ
ロジックプログラムに割り付けられた接続機器や内部デバイスアドレスの値を
更新する早さを [高速 ]、[中速 ]、[低速 ]から選択します。

マイナーエラー時処理 継続異常が発生したときのロジック動作を [運転 ]、[停止 ]から選択します。

入出力設定
入力、出力の動作を行う場合は [有効 ]、入力、出力の動作を [停止 ]する場
合は [無効 ]を選択します。

設定項目 設定内容

通信チェック 通信チェック開始画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

開始 通信チェック実行画面に移り、通信チェックを開始します。

通信チェック実行画面 通信チェックを実行する画面です。

接続されている I/Oユ
ニット数

正常に通信が行われたユニットの合計数が数値で表示されます。

接続されている S-No.
を反転表示

正常に通信が行われたユニットの S-No.が反転表示されます。

通信チェック 通信チェック実行画面
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◆ I/Oモニタ

• [型式 ]入力、FN-X16TS使用時

• [型式 ]入力、FN-X32TS使用時

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプ [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面 I/Oモニタした結果の入力状態をビット表示します。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の入力状態を整数表示します。

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 62で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプ [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面

I/Oモニタした結果の入力状態をビット表示します。

• 一度にモニタできるのは 16ビットです。入力 16～ 31をモニタしたい場合
は前画面に戻り、[S-No]を +1の値で入力してからモニタしてください。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の入力状態を整数表示します。

ユニット設定画面 ビットモニタ画面

整数モニタ画面

ユニット設定画面 ビットモニタ画面

整数モニタ画面



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-120

• [型式 ]出力、FN-Y08L使用時

• [型式 ]出力、FN-Y16SK使用時

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプ [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面 I/Oモニタした結果の出力状態をビット表示します。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の出力状態を整数表示します。

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプ [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面 I/Oモニタした結果の出力状態をビット表示します。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の出力状態を整数表示します。

ユニット設定画面
ビットモニタ画面

整数モニタ画面

ユニット設定画面
ビットモニタ画面

整数モニタ画面



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-121

• [型式 ]出力、FN-Y16SC使用時

• [型式 ]入出力、FN-XY08TS使用時

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面 I/Oモニタした結果の出力状態をビット表示します。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の出力状態を整数表示します。

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプを [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面 I/Oモニタした結果の入出力状態をビット表示します。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の入出力状態を整数表示します。

ユニット設定画面
ビットモニタ画面

整数モニタ画面

ユニット設定画面 ビットモニタ画面 整数モニタ画面



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-122

• [型式 ]入出力、FN-XY16SK使用時

• [型式 ]入出力、FN-XY16SC使用時

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプ [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面 I/Oモニタした結果の入出力状態をビット表示します。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の入出力状態を整数表示します。

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプ [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面 I/Oモニタした結果の入出力状態をビット表示します。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の入出力状態を整数表示します。

ユニット設定画面 ビットモニタ画面 整数モニタ画面

ユニット設定画面 ビットモニタ画面 整数モニタ画面



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-123

• [型式 ]入出力、FN-XY32SKS使用時

• [型式 ]アナログ、FN-AD02AH使用時

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 60で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

タイプ 入出力するデータのタイプ [ビット ]、[整数 ]から選択します。

ビットモニタ画面

I/Oモニタした結果の入出力状態をビット表示します。

• 一度にモニタできるのは 16ビットです。入力 16～ 31をモニタしたい場合
は前画面に戻り、[S-No]を +1の値で入力してからモニタしてください。

整数モニタ画面 I/Oモニタした結果の入出力状態を整数表示します。

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

アナログモニタ設定画面 確認するチャンネルとレンジを設定します。

CH（チャンネル） 確認するチャンネルを 1～ 2で選択します。

レンジ 確認するレンジを [0～ 10V]、[0～ 20mA]、[4～ 20mA]から選択します。

次のページに続きます。

ユニット設定画面 ビットモニタ画面 　整数モニタ画面

ユニット設定画面 アナログモニタ設定画面 アナログ入力モニタ画面



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-124

• [型式 ]アナログ、FN-DA02AH使用時

アナログ入力モニタ画面 I/Oモニタした結果の入力状態を整数表示します。

S-No. ADユニットの設定した S-No.が表示されます。

入力レンジ アナログモニタ設定画面で選択されたレンジが表示されます。

入力値の表示 ユニットから読み出された 12ビットの AD値が表示されます。

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 63で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

アナログモニタ設定画面 確認するチャンネルとレンジを設定します。

CH（チャンネル） 確認するチャンネルを 1～ 2で選択します。

レンジ 確認するレンジを [0～ 10V]、[0～ 20mA]、[4～ 20mA]から選択します。

アナログ出力モニタ画面 I/Oモニタした結果の出力状態を整数表示します。

S-No. DAユニットの設定した S-No.が表示されます。

出力レンジ アナログモニタ設定画面で選択されたレンジが表示されます。

数値入力 ユニットに出力する 12ビットの DA値を設定します。

出力 設定された DA値をユニットに出力します。

↑ ↓ 出力する DA値を± 1ずつ上げ下げするスイッチです。

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 アナログモニタ設定画面 アナログ出力モニタ画面



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-125

• [型式 ]アナログ、FN-AD04AH使用時

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 60で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

アナログモニタ設定画面 確認するチャンネルを設定します。

CH（チャンネル） 確認するチャンネルを 1～ 4で選択します。

アナログ入力モニタ画面 I/Oモニタした結果の入力状態を整数表示します。

S-No. ADユニットの設定した S-No.が表示されます。

バージョン ユニットのバージョン情報が表示されます。

入力レンジ ユニット側で設定されたレンジが表示されます。

入力値の表示 ユニットから読み出された 12ビットの AD値が表示されます。

ユニット設定画面 アナログモニタ設定画面 アナログ入力モニタ画面



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-126

• [型式 ]アナログ、FN-DA04AH使用時

設定項目 設定内容

ユニット設定画面 I/Oモニタする局番とユニットを選択する画面です。

通信速度 通信速度を [6Mbps]、[12Mbps]から選択します。

S-No. I/Oモニタを行うユニットの S-No.を 1～ 60で入力します。

型式 I/Oモニタを行うユニットの型式を選択します。

アナログモニタ設定画面 確認するチャンネルを設定します。

CH（チャンネル） 確認するチャンネルを 1～ 4で選択します。

アナログ出力モニタ画面 I/Oモニタした結果の出力状態を整数表示します。

S-No. DAユニットの設定した S-No.が表示されます。

バージョン ユニットのバージョン情報が表示されます。

出力レンジ ユニット側で設定されたレンジが表示されます。

数値入力 ユニットに出力する 12ビットの DA値を設定します。

出力 設定された DA値をユニットに出力します。

↑ ↓ 出力する DA値を± 1ずつ上下するスイッチです。

ユニット設定画面 アナログモニタ設定画面 アナログ出力モニタ画面



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-127

2.15.4 GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合

■ [本体設定 ]の設定ガイド

◆動画設定（動画共通設定）

メニュー 設定内容

「2.15.4 GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合 
■ [本体設定 ]の設定ガイド」（2-127ページ）
「2.15.4 GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合 
◆動画設定（動画共通設定）」（2-127ページ）
「2.15.4 GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合 
◆動画設定（ビデオ表示）」（2-128ページ）
「2.15.4 GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合 
◆動画設定（ビデオ録画）」（2-130ページ）
「2.15.4 GP-3∗50シリーズで動画機能をご利用の場合 
◆動画設定（ビデオ再生）」（2-132ページ）

設定項目 設定内容

ビデオ入力

入力画像信号を選択します。
• NTSC：640 × 480 ドット
• PAL：768 × 576 ドット
• SECAM：768 × 576 ドット

録画サイズ

録画サイズを選択します。
• QVGA(384kbps)：320 × 240 ドット
• QVGA(256kbps)：320 × 240 ドット
• QCIF(128kbps)：176 × 144 ドット
• QCIF(64kbps)：176 × 144 ドット



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-128

◆動画設定（ビデオ表示）

（1/4）

（2/4）

設定項目 設定内容

入力カメラの輝度 入力カメラの輝度を設定します。設定範囲は 0 ～ 255 です。

入力カメラのコントラ
スト

入力カメラのコントラストを設定します。設定範囲は 0 ～ 255 です。

設定項目 設定内容

入力カメラ調整

入力カメラの調整を [なし ]、[シャープネス ]、[ノイズ減少効果 ]から選択しま
す。[シャープネス ]はコントラストを上げることで被写体をくっきり見せます
がノイズまでくっきり見えてしまう場合があります。[ノイズ減少効果 ]はコン
トラストを下げ、ノイズをぼやけさせます。[シャープネス ]を選択している場
合は、1(弱 )～ 7(強 )で設定します。

シャープネスフィルタ
周期選択

輝度信号の輪郭部を強調補正するかどうかを設定します。これにより、映像の細
部をよりクリアに表現することができます。

次のページに続きます。



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-129

(3/4)

(4/4)

設定項目 設定内容

輝度信号と青色成分の
差 (0～ 255)

輝度信号 (Y)と、輝度信号と青色成分の差 (U)、輝度信号と赤色成分の差 (V)の
3つの情報で色を表記する際の（YUV表記）、青色成分の差を 0～ 255で設定し
ます。人間の目において調整すると、輝度情報により多くのデータ量を割り当て
ることができ、少ない画質の劣化で高いデータ圧縮率を得ることができます。

輝度信号と赤色成分の
差 (0～ 255)

輝度信号 (Y)と、輝度信号と青色成分の差 (U)、輝度信号と赤色成分の差 (V)の
3つの情報で色を表記する際の（YUV表記）、赤色成分の差を 0～ 255で設定し
ます。人間の目において調整すると、輝度情報により多くのデータ量を割り当て
ることができ、少ない画質の劣化で高いデータ圧縮率を得ることができます。

色合い (0～ 255) 入力カメラ画面の色合いを設定します。設定範囲は 0 ～ 255です。

設定項目 設定内容

輝度（0～ 15） 画面の輝度を設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。

コントラスト (0～ 15) 画面のコントラストを設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。

色合い (0～ 15) 画面の色合いを設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-130

◆動画設定（ビデオ録画）

(1/4)

(2/4)

設定項目 設定内容

入力カメラの輝度 入力カメラの輝度を設定します。設定範囲は 0 ～ 255 です。

入力カメラのコントラ
スト (0～ 255) 入力カメラのコントラストを設定します。設定範囲は 0 ～ 255 です。

設定項目 設定内容

入力カメラ調整

入力カメラの調整を [なし ]、[シャープネス ]、[ノイズ減少効果 ]から選択しま
す。[シャープネス ]はコントラストを上げることで被写体をくっきり見せます
がノイズまでくっきり見えてしまう場合があります。[ノイズ減少効果 ]はコン
トラストを下げ、ノイズをぼやけさせます。[シャープネス ]を選択している場
合は、1(弱 )～ 7(強 )で設定します。

シャープネスフィルタ
周期選択

輝度信号の輪郭部を強調補正するかどうかを設定します。これにより、映像の細
部をよりクリアに表現することができます。

次のページに続きます。



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-131

(3/4)

(4/4)

設定項目 設定内容

輝度信号と青色成分の
差 (0～ 255)

輝度信号 (Y)と、輝度信号と青色成分の差 (U)、輝度信号と赤色成分の差 (V)の
3つの情報で色を表記する際の（YUV表記）、青色成分の差を 0～ 255で設定し
ます。人間の目において調整すると、輝度情報により多くのデータ量を割り当て
ることができ、少ない画質の劣化で高いデータ圧縮率を得ることができます。

輝度信号と赤色成分の
差 (0～ 255)

輝度信号 (Y)と、輝度信号と青色成分の差 (U)、輝度信号と赤色成分の差 (V)の
3つの情報で色を表記する際の（YUV表記）、赤色成分の差を 0～ 255で設定し
ます。人間の目において調整すると、輝度情報により多くのデータ量を割り当て
ることができ、少ない画質の劣化で高いデータ圧縮率を得ることができます。

色合い (0～ 255) 入力カメラ画面の色合いを設定します。設定範囲は 0 ～ 255です。

設定項目 設定内容

水平位置調整 (9～ 138)

ビデオ入力信号の水平位置を選択します。設定範囲は使用するカメラの映像信号
の種類により異なります。

• NTSCの場合
水平位置を 9 ～ 138で設定します。

• PALの場合
水平位置を 9～ 144で設定します。

• SECAMの場合
水平位置を 9～ 144で設定します。

次のページに続きます。



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-132

◆動画設定（ビデオ再生）

垂直位置調整（2～ 20)

ビデオ入力信号の垂直位置を選択します。設定範囲は使用するカメラの映像信号
の種類により異なります。

• NTSCの場合
垂直位置を 2～ 20で設定します。

• PALの場合
垂直位置を 2～ 22で設定します。

• SECAMの場合
垂直位置を 2～ 22で設定します。

設定項目 設定内容

輝度 (0～ 15) 画面の輝度を設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。

コントラスト (0～ 15) 画面のコントラストを設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。

色合い (0～ 15) 画面の色合いを設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。

設定項目 設定内容



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-133

2.15.5 VMユニットをご利用の場合

■ [本体設定 ]の設定ガイド

◆VMユニット設定（ビデオ動作環境設定）

メニュー 設定内容

「2.15.5 VMユニットをご利用の場合 ■ [本体設定 ]の設定ガイド」（2-
133ページ）
「2.15.5 VMユニットをご利用の場合 ◆ VMユニット設定（ビデオ動
作環境設定）」（2-133ページ）
「2.15.5 VMユニットをご利用の場合 ◆ VMユニット設定（ビデオ表
示状態調整）」（2-134ページ）

設定項目 設定内容

ビデオ制御エリア先頭
アドレス

GP の LS エリアのうち、LS0020 ～ LS1989、LS2096～ LS8957がビデオ制御エリ
ア先頭エリアに指定できます。先頭アドレスから連続する 43 ワードが、ビデオ
制御エリアとして割り付けられます。

ビデオ入力信号
入力画像信号を選択します。
• NTSC：640 × 480 ドット
• PAL：768 × 576 ドット
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◆VMユニット設定（ビデオ表示状態調整）

（1/4）

（2/4）

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

チャンネル ビデオウィンドウで設定したチャンネルを 1～ 4で選択します。

モード ビデオ入力モードを [ カラー ] または [ 白黒 ] から選択します。

輝度 (0～ 15) 画面の輝度を設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。

コントラスト (0～ 15) 画面のコントラストを設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。

色合い (0～ 15) 画面の色合いを設定します。設定範囲は 0 ～ 15 です。

標準 選択されているチャンネルの各種設定を初期値に戻します。

設定項目 設定内容

チャンネル ビデオウィンドウで設定したチャンネルを 1～ 4で選択します。

水平位置 ビデオ入力信号の水平位置を −8～ 7で設定します。

垂直位置 ビデオ入力信号の垂直位置を −8～ 7で設定します。

デジメータ回路
デコーダ内蔵のデジメータ回路のオン /オフ を行います。モノクロ信号は、信号
処理フィルタ (デジメータ )回路を動作させない方が画質がよくなる場合があり
ます。通常は [オン ]のままで問題ありません。

クランプ電流

クランプ回路の電流設定を [小 ]、[大 ]から選択します。ビデオ入力信号が規格
より外れている場合、同期信号を検出できないことや黒レベルを捉えることがで
きず、画面が乱れるとことがあります。このような場合、クランプ回路の内部電
流を変化させることで画面が安定することがあります。

標準 選択されているチャンネルの各種設定を初期値に戻します。
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（3/4）

• [システム設定 ]ウィンドウの [画像ユニット設定 ]で [VMユニット (3000)]を
選択している場合は表示されません。

（4/4）

設定項目 設定内容

チャンネル ビデオウィンドウで設定したチャンネルを 1～ 4で選択します。

ゲインコントロール デジタルアンプ回路のゲイン制御を行います。全チャンネル共通の設定です。

ゲイン
ゲインコントロールで [手動 ]を選択している場合の [ゲイン ]（増幅率）を −32
～ 31で設定します。

オフセット

ゲインコントロールで [手動 ]を選択している場合の [オフセット ]（黒レベル）
を −64～ 63で設定します。

同期レベルモード [自動 ]、[手動 ]から選択します。

入力枠 [同期レベルモード ]が [手動 ]の場合 0～ 127で設定します。

標準 選択されているチャンネルの各種設定を初期値に戻します。

設定項目 設定内容

チャンネル ビデオ機器を接続している 1～ 4の入力チャンネルを選択します。

YC分離フィルタ
入力 Y/C 分離フィルタの選択を行います。彩度の高い画像表示時、カラー信号に
関するノイズが目立つ場合に、[トラップ ]を選択するとノイズが減少すること
があります。全チャンネル共通の設定です。

次のページに続きます。
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カラーキラー

カラーキラー機能のオン /オフを自動で行うか、強制的に [オフ ]にするかを選
択します。カラーバースト信号の振幅レベルが小さいときに自動でモノクロ画像
に切り替わることがあります。[オフ ]にすると常にカラー画像として表示しま
す。全チャンネル共通の設定です。

カラーコントロール

クロマ信号の増幅率を変化させます。クロマ信号振幅値 (カラーバースト信号を
含む )が規定から外れており、かつ調整機能で最適な映像が得られない場合に手
動設定すると、最適な画像が得られることがあります。全チャンネル共通の設定
です。

入力同期方式

同期信号を検出する深さレベルを設定します。ビデオ入力の同期信号の深さが規
格よりも浅くなっている場合や変動している場合、同期信号を検出できず、画面
が横や縦に流れることがあります。このような場合、検出レベルを調整すること
で画面が安定することがあります。通常は [自動 ]で問題ありません。全チャン
ネル共通の設定です。

• [システム設定 ]ウィンドウの [画像ユニット設定 ]で [VMユニット (3000)]を
選択している場合は表示されません。

標準 選択されているチャンネルの各種設定を初期値に戻します。

設定項目 設定内容
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2.15.6 DVIユニットをご利用の場合

◆DVIユニット設定

メニュー 設定内容

「2.15.6 DVIユニットをご利用の場合 ◆ DVIユニット設定」（2-137ペー
ジ）

設定項目 設定内容

DVI制御先頭アドレス

DVI制御先頭アドレスの値を LS20～ 2026、2096～ 8894の範囲で変更します。

• 範囲外の値を設定した場合、DVI機能全般が動作しません。
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2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時のみ）

メニュー 設定内容

「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時の
み） ■ [本体設定 ]の設定ガイド」（2-139ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆ [操作設定 ]の設定ガイド」（2-139ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆ [イーサネット設定 ]の設定ガイド」（2-139ページ）

「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時の
み） ■ [初期化メニューの設定 ]の設定ガイド」（2-140ページ）

「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時の
み） ■ [メンテナンスメニュー ]の設定ガイド」（2-140ページ）

「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時の
み） ■ [IPC設定 ]の設定ガイド」（2-141ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆ IPC本体の再起動」（2-141ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆ハードウェアの取り外し」（2-141ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆エクスプローラの起動」（2-142ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆タスクマネージャの起動」（2-142ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆ファイル名を指定して実行」（2-143ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆ネットワーク設定の起動」（2-143ページ）

「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時の
み） ■ [WinGP設定 ]の設定ガイド」（2-144ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆フレーム設定」（2-144ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆デバッグ設定」（2-145ページ）
「2.15.7 IPCでWinGPをご利用の場合（パネルコンピュータ使用時
のみ） ◆転送設定」（2-145ページ）
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■ [本体設定 ]の設定ガイド

◆ [操作設定 ]の設定ガイド

◆ [イーサネット設定 ]の設定ガイド

設定項目 設定内容

タッチパネル検出
タッチパネルの検出を、タッチで反応する [ON]か、離したときに反応する
[OFF]から選択します。

タッチブザーの音

画面にタッチしたときに内蔵のブザー音を鳴らすかどうかを設定します。

• タッチブザーの音設定はWinGPが鳴らす音の設定であり、IPCのタッチブザー
の音設定とは異なります。IPCのタッチブザー音とWinGPのタッチブザー音を
両方とも設定されている場合はWinGPの画面をタッチしたときに 2回ブザー
がなりますのでWinGPのタッチブザー音は [無 ]に設定してください。

設定項目 設定内容

自局名 ネットワーク上で使用される名前を半角 32文字以内で設定します。

ポート

ポート番号を 5001～ 65516で設定します。設定されたポート番号から連続し
た 10ポートを使用します。ただし、GPで強制転送画面が表示されている場合
はポート番号「8000」固定です。

• プロジェクトファイル転送時に LANでの自動検索を行う場合は、[転送
ツール ]－ [転送設定 ]－ [通信ポートの設定 ]－ [ポート (検索 )]の番号と
同じポート番号を設定してください。
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■ [初期化メニューの設定 ]の設定ガイド

◆バックアップ SRAMの初期化

GPのバックアップ SRAMに格納されているデータをすべて消去します。

■ [メンテナンスメニュー ]の設定ガイド

[メンテナンスメニュー ]の各設定は以下を参照してください。

「2.15.1 表示器共通 ■ [メンテナンスメニュー ]の設定ガイド」（2-99ページ）

• [開始 ]スイッチを押したあとに初期化の取り消しはできませんので、ご注意くださ
い。 
初期化中は電源を切らないでください。

• バックアップしているデータは消去されます。
• 初期化を行っても、システム、通信プロトコル、時刻の設定データ、ロジックプロ
グラムの保持データは消去されません。

設定項目 設定内容

システムパスワードを入
力して開始スイッチを押
してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シ
ステムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力
します。

開始 バックアップ SRAMの初期化を開始します。

• IPCでWinGPをご利用の場合は COMポートや LANポートのチェックができませ
ん。
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■ [IPC設定 ]の設定ガイド

◆ IPC本体の再起動

◆ハードウェアの取り外し

設定項目 設定内容

システムパスワードを入
力して、再起動スイッチ
を押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シ
ステムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力
します。

再起動 IPC本体の再起動を開始します。

設定項目 設定内容

システムパスワードを入
力して、起動スイッチを
押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シ
ステムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力
します。

起動 [ハードウェアの安全な取り外し ]を起動します。
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◆エクスプローラの起動

◆タスクマネージャの起動

設定項目 設定内容

システムパスワードを入
力して、起動スイッチを
押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シ
ステムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力
します。

起動 [エクスプローラ ]を起動します。

設定項目 設定内容

システムパスワードを入
力して、起動スイッチを
押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シ
ステムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力
します。

起動 [Windowsタスクマネージャ ]を起動します。
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◆ファイル名を指定して実行

◆ネットワーク設定の起動

設定項目 設定内容

システムパスワードを入
力して、起動スイッチを
押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シ
ステムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力
します。

起動 [ファイル名を指定して実行 ]を起動します。

設定項目 設定内容

システムパスワードを入
力して、起動スイッチを
押してください。

システムパスワード入力枠をタッチし、システムパスワードを入力します。シ
ステムパスワードを設定していない場合は、標準のパスワード「1101」を入力
します。

起動

[ネットワークとダイヤルアップ接続 ]を起動します。

• Windows® XPをご利用の場合は [ネットワーク接続 ]が起動します。
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■ [WinGP設定 ]の設定ガイド

◆フレーム設定

設定項目 設定内容

タイトル WinGPウィンドウのタイトルを表示します。

有効無効設定 チェックを入れることにより以下の設定を有効にします。

最大化ボタン ウィンドウをフルスクリーンモードに変更します。

最小化ボタン ウィンドウを隠し、タスクバー内にアイコンを表示します。

閉じるボタン WinGPを終了します。

タイトル
ウィンドウタイトルや、ウィンドウ最小化、最大化、閉じるボタンを表示しま
す。

メニュー [ファイル (F)]、[ヘルプ (H)]のメニューを表示します。

枠
カーソルをウィンドウ枠にあてて、カーソルをドラッグ &ドロップすると
ウィンドウサイズを変更できます。初期設定のサイズより小さく変更した場合
は、スクロールバーが表示され、スクロール表示します。

ウィンドウの位置を
指定

WinGP起動時のウィンドウ表示位置を指定するかどうかを設定します。表示
位置は X座標、Y座標から設定します。
• X座標

0～選択機種の最大解像度（横）−1
• Y座標

0～選択機種の最大解像度（横）−1
• ウィンドウサイズ
ウィンドウサイズを [320× 240 QVGA]、[640× 480 VGA]、 
[800× 600 SVGA]、[1024× 768 XGA]から選択します。

• 幅
ウィンドウサイズの [幅 ]を 0～選択機種の最大解像度で設定します。

• 高さ
ウィンドウサイズの [高さ ]を 0～選択機種の最大解像度で設定します。

外観
ウィンドウの表示を [ウィンドウモード ]、[フルスクリーンモード ]から選択
します。
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◆デバッグ設定

◆転送設定

設定項目 設定内容

右クリック時のメニュー
表示

WinGP上でウィンドウを右クリックしてメニューを表示するかどうかを設定
します。

設定項目 設定内容

ポート番号 GP-Pro EXで設定した、転送用に使用するポート番号を確認できます。

• 転送ツールで使用するポート番号を忘れた場合は上記の設定でポート番号を確認で
きます。
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2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合

• LT-33∗∗シリーズをご利用の場合は、下記の設定以外に [イーサネット設定 ]や、
[COM1/COM2/LANチェック ]設定がメニューに追加されます。 
これらの機能については表示器共通の設定ガイドを参照してください。

「2.15.1 表示器共通」（2-75ページ）

メニュー 設定内容

「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 ■ [ホーム ]の設定ガイド」（2-
147ページ）

「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 ■ [本体設定 ]の設定ガイド ◆
ロジック設定」（2-149ページ）

「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 ■ [周辺機器設定 ]の設定ガイ
ド」（2-150ページ）
「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 ◆ I/Oドライバ設定（STD
ドライバ）」（2-150ページ）
「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •端子構成表示」（2-150ペー
ジ）
「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •I/Oモニタ」（2-151ペー
ジ）
「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •ボードチェック」（2-152
ページ）
「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 ◆ I/Oドライバ設定（EXM
ドライバ）」（2-152ページ）
「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •I/Oモニタ（DIO設定）」
（2-153ページ）
「2.15.8 LT3000シリーズをご利用の場合 •I/Oモニタ（アナログ設
定）」（2-154ページ）
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■ [ホーム ]の設定ガイド

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

OFFLINE LANGUAGE オフラインメニューで使用する言語を [JAPANESE]、[ENGLISH]から選択しま
す。

ランタイムバージョン ランタイムのバージョンが表示されます。

LTドライバ

LTドライバのバージョンが表示されます。

• LT-33∗∗シリーズの場合はプロトコルドライバのバージョンが表示されま
す。

OSバージョン OSのバージョンが表示されます。

設定項目 設定内容

I/Oドライババージョン I/Oドライバ名と I/Oドライバランタイムバージョンが表示されます。

***にはバージョンが表示され
ます。

***にはバージョンが表示され
ます。
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設定項目 設定内容

最終保存日時 プロジェクトの最終保存日時を表示します。

機種情報 設定 LT機種を表示します。

表示カラー LTの表示カラーを表示します。

作成エディタ名 プロジェクトを作成したエディタ名を表示します。

作成エディタバージョン プロジェクトを作成エディタのバージョンを表示します。

作成者 プロジェクトを作成した人の名前を表示します。

コメント プロジェクトのコメントを表示します。

***にはバージョンが表示され
ます。
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■ [本体設定 ]の設定ガイド

◆ロジック設定

ロジックプログラムの設定を行います。

設定項目 設定内容

ロジックプログラム
[有効 ]の場合は、以下のすべての項目が設定できます。[無効 ]の場合は設定
できません。

コンスタントスキャン ロジック機能実行時間を 10～ 2000msで設定します。

パーセントスキャン ロジック機能実行時間の割合を 10～ 50%で設定します。

WDT(100～ 3000) ウォッチドッグタイムを 100～ 3000msで設定します。

H/W電源 ON時の動作 GP本体を ONしたときのロジックの動作を [運転 ]、[停止 ]から選択します。

設定項目 設定内容

アドレスリフレッシュ
ロジックプログラムに割り付けられた接続機器や内部デバイスアドレスの値を
更新する早さを [高速 ]、[中速 ]、[低速 ]から選択します。

マイナーエラー時処理 継続異常が発生したときのロジック動作を [運転 ]、[停止 ]から選択します。

入出力設定
入力、出力の動作を行う場合は [有効 ]、入力、出力の動作を [停止 ]する場
合は [無効 ]を選択します。
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■ [周辺機器設定 ]の設定ガイド

◆ I/Oドライバ設定（STDドライバ）

• 端子構成表示

• LT-33∗∗シリーズをご利用の場合は、入力端子 X0～ X15、出力端子 Y0～
Y15の端子構成を表示します。画面の下には [X8-X15：標準入力 ]、[Y4-
Y15：標準出力 ]と表示されます。

設定項目 設定内容

端子構成表示 端子構成表示画面を表示します。

I/Oモニタ I/Oモニタ画面を表示します。

I/Oボードチェック I/Oボードチェック実行画面を表示します。

設定項目 設定内容

端子構成表示画面

設定されている入力端子 X0～ X11、出力端子 Y0～ Y5の端子構成を表示し
ます。
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• I/Oモニタ

標準入力と標準出力のモニタリング結果をビットまたは整数で表示選択できます。ただし特殊 I/Oを

使用している場合は [整数 ]表示できません。

設定項目 設定内容

詳細設定

以下のような詳細設定画面が表示されます。

詳細設定画面では入力フィルタ時間を 0～ 40で設定します。入力フィルタは
入力信号のノイズ除去を行い、ここで設定した時間以下の入力は動作しませ
ん。0.5ms周期でサンプリングしたデータを内部に蓄積し、2ms周期ごとの I/
Oリフレッシュで設定された時間分の前の入力端子状態を読み出してから照合
します。入力端子の状態がすべて同一の場合はその状態を入力端子の値とし、
同一でない場合はその前の値とします。

入力 0～ 11

• [タイプ ]が [ビット ]の場合
標準入力に設定された端子の番号が表示され、入力値をビット別に確認できま
す。スイッチが押されていない場合は OFF値、スイッチが押されている場合
は ON値を表します。

• LT-33∗∗シリーズをご利用の場合は、入力 0～ 15で確認できます。

• [タイプ ]が [整数 ]の場合
LT-32∗∗シリーズをご利用の場合は 0～ 4095で LT-33∗∗シリーズをご利用の場
合は 0～ 65535で入力値が確認できます。

次のページに続きます。

<I/Oモニタ入出力実行画面（ビット）> <I/Oモニタ入出力実行画面（整数）>

デジタル入力フィルタ時間

入力信号

デジタル入力フィルタ

時間設定時の入力状態
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• ボードチェック

◆ I/Oドライバ設定（EXMドライバ）

出力 0～ 5

• [タイプ ]が [ビット ]の場合
標準出力に設定された端子の番号が表示され、出力値をビット別に確認できま
す。

• LT-33∗∗シリーズをご利用の場合は、出力 0～ 15で確認できます。

• [タイプ ]が [整数 ]の場合
LT-32∗∗シリーズをご利用の場合は 0～ 63で LT-33∗∗シリーズをご利用の場合
は 0～ 65535で出力値が確認できます。

エラー表示

I/Oドライバがエラーを認識した場合エラーコードとエラーメッセージが表示
されます。
エラーメッセージの詳細は以下を参照してください。

「1.7.3 LT3000シリーズをご利用の場合 ■ I/Oドライバエラー」（1-185ペー
ジ）

設定項目 設定内容

開始

I/Oボードが正常に動作するかどうかのチェックを開始します。異常がある場
合はエラーが表示されます。
エラー表示の詳細については以下を参照してください。

「1.7.3 LT3000シリーズをご利用の場合 ■ I/Oドライバエラー」（1-185ペー
ジ）

設定項目 設定内容

I/Oモニタ I/Oモニタ接続モジュール情報画面を表示します。

設定項目 設定内容
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• I/Oモニタ（DIO設定）

• LT-33∗∗シリーズをご利用の場合は、接続されているモジュール数を 0～ 3
で表示します。

設定項目 設定内容

接続されているモジュー
ル数

接続されているモジュール数を 0～ 2で表示します。

接続されているモジュー
ル No.を表示

接続されているモジュール数を表示します。モジュール No.は LT背面に直接
取り付けられているモジュールから 1となります。

モジュール No.

I/Oモニタ設定画面を表示します。
• I/Oモニタ設定画面
タイプ

• 入出力実行画面（ビット）
接続先モジュールへの出力をビット別に実行できます。入力モジュールを選
択している場合は、I/Oモニタした結果の入力状態をビット表示します。

• 入出力実行画面（整数）
接続先モジュールへの出力値を設定し、出力を確認できます。入力モジュー
ルを選択している場合は、I/Oモニタした結果の入力値を確認できます。
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• I/Oモニタ（アナログ設定）
I/Oモニタ接続モジュール情報画面

• LT-33∗∗シリーズをご利用の場合は、接続されているモジュール数を 0～ 3で
表示します。

I/Oモニタ接続モジュール情報画面

• [入力 2CH出力 1CH]を選択している場合は、3CH目が出力となります。

次のページに続きます。

設定項目 設定内容

接続されているモ
ジュール数

接続されているモジュール数を 0～ 2で表示します。

接続されているモ
ジュール No.を表示

接続されているモジュール数を表示します。モジュール No.は LT背面に直接取
り付けられているモジュールから 1となります。

モジュール No. I/Oモニタ設定画面を表示します。

設定項目 設定内容

CH

I/Oモニタを実行する CHの番号を設定します。

データ形式
I/Oモニタを実行するデータの形式を [電圧 (0-10V)]、[電流 (4-20mA)]、[Pt100]、
[K熱伝対 ]、[J熱伝対 ]、[T熱伝対 ]から選択します。

データ範囲
I/Oモニタを実行するデータの範囲を [固定 ]、[摂氏 ]、[華氏 ]、[ユーザ設定 ]か
ら選択します。

上限 /下限

I/Oモニタを実行するデータの上限値または下限値を設定します。
[データ範囲 ]で [ユーザ設定 ]を選択しているときのみ設定できます。
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設定項目 設定内容

入力データ形式 I/Oモニタ設定で設定した [データ形式 ]を表示します。

入力値 入力値が表示されます。

入力データ範囲 I/Oモニタ設定で設定した [データ範囲 ]を表示します。

設定項目 設定内容

出力データ形式 I/Oモニタ設定で設定した [データ形式 ]を表示します。

出力値
出力値が表示されます。タッチするとテンキーが表示され出力値を設定できま
す。

出力データ範囲 I/Oモニタ設定で設定した [データ範囲 ]を表示します。

▲▼ 出力値を増加または減少します。

出力 [出力値 ]で設定した値を出力します。

I/Oモニタアナログ出力実行画面
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2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合

■ ホームの設定ガイド

メニュー 設定内容

「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ■ホームの設定
ガイド」（2-156ページ）

「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ■ [本体設定 ]の
設定ガイド ◆ロジック設定」（2-158ページ）

「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ■ [周辺機器設定
]の設定ガイド」（2-159ページ）
「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ◆マスター
チェック」（2-159ページ）
「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ◆スレーブ
チェック」（2-161ページ）
「2.15.9 CANopenマスター対応 GP/LTをご利用の場合 ◆ネットワーク
チェック」（2-162ページ）

設定項目 設定内容

OFFLINE LANGUAGE オフラインメニューで使用する言語を [JAPANESE]、[ENGLISH]から選択しま
す。

ランタイムバージョン ランタイムのバージョンが表示されます。

ドライババージョン
プロトコルドライバのバージョンが表示されます。使用可能最大数の 4ドライバを
表示します。GP-3300シリーズの場合は使用可能最大数の 2ドライバを表示しま
す。

OS バージョン OSのバージョンが表示されます。

次のページに続きます。

∗∗∗にはバージョンが
表示されます。
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デバイスモニタバー
ジョン

システム設定ウィンドウ [本体設定 ]の [拡張機能設定 ]タブで [デバイスモニタ
を使用する ]を設定している場合のみデバイスモニタバージョンを表示します。

設定項目 設定内容

I/O ドライババージョン I/O ドライバ名と I/O ドライバランタイムバージョンが表示されます。

設定項目 設定内容

最終保存日時 プロジェクトの最終保存日時を表示します。

機種情報 設定 GP/LT機種を表示します。

表示カラー GP/LTの表示カラーを表示します。

作成エディタ名 プロジェクトを作成したエディタ名を表示します。

作成エディタバージョン プロジェクトを作成したエディタのバージョンを表示します。

作成者 プロジェクトを作成した人の名前を表示します。

コメント プロジェクトのコメントを表示します。

設定項目 設定内容

∗∗∗にはバージョンが
表示されます。

∗∗∗にはバージョンが
表示されます。
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■ [本体設定 ]の設定ガイド

◆ロジック設定

ロジックプログラムの設定を行います。

設定項目 設定内容

ロジックプログラム
[有効 ] の場合は、以下のすべての項目が設定できます。[無効 ] の場合は設定
できません。

コンスタントスキャン ロジック機能実行時間を 10~2000msで設定します。

パーセントスキャン ロジック機能実行時間の割合を 10～ 50%で設定します。

WDT（100～ 3000） ウォッチドッグタイムを 100～ 3000msで設定します。

H/W電源 ON時の動作 GP/LT本体を ONしたときのロジックの動作を [運転 ]、[停止 ]から選択しま
す。

設定項目 設定内容

アドレスリフレッシュ
ロジックプログラムに割り付けられた接続機器や内部デバイスアドレスの値を
更新する早さを [高速 ]、[中速 ]、[低速 ]から選択します。

入出力設定
入力、出力の動作を行う場合は [有効 ]、入力、出力の動作を [停止 ]する場
合は [無効 ]を選択します。

マイナーエラー時処理 継続異常が発生したときのロジック動作を [運転 ]、[停止 ]から選択します。
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■ [周辺機器設定 ]の設定ガイド

◆マスターチェック

スレーブを接続している状態で、マスター側が通信を受け入れられる状態にあるかどうかをチェック

しチェック結果が表示されます。

• チェック結果の表示にはしばらく時間がかかる場合があります。

設定項目 設定内容

マスター状態 CANopen マスター対応 GP/LT のボードの状態を表示します。

初期化中 CANopenマスター対応 GP/LTのボードはまだ初期化されていません。

リセット中 CANopenマスター対応 GP/LT のボードはリセット中です。

スレーブチェック中
CANopenマスター対応 GP/LTのボードはスレーブ割り当てチェックを行いま
す。

ネットワークリセッ
ト中

CANopenネットワークは NMTコマンドによってリセットされます。すべて
のコミュニケーションスレーブをリセットします。

ネットワーク待機中
CANopenマスター対応 GP/LTのボードは、通信コマンドのリセットができる
ように一定時間待機します。

各スレーブ初期化中
CANopenマスター対応 GP/LTのボードはネットワーク上の個々のスレーブを
初期化します。

クリア中
CANopenネットワークをスキャンします。CANopen、モジュールが起動でき
ます。

動作中 CANopenネットワークは動作可能です。

動作準備中 CANopenネットワークは動作前の状態です。

致命的エラー

ネットワークで致命的なエラーが発生しました。CANopenマスター対応 GP/
LTのボードはリセットされます。
エラーコードの中で致命的エラーが発生している状態を表します。画面左下
に表示される詳細エラーの内容を確認し、以下を参照して対処方法を行って
ください。

「1.8.6 CANopen使用時に表示されるエラー 1.8.6CANopen使用時に表示さ
れるエラー」（1-199ページ）

必須スレーブ無し CANopenネットワークの必須スレーブに異常が発生しています。

次のページに続きます。
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通信状態 CANopenマスター対応 GP/LTのボードの通信状態を表示します。

コントローラオー
バーラン

CANコントローラオーバーランが発生しました。

コントローラバスオ
フ

CANコントローラよりバスオフが検出されました。

コントローラエラー
発生

CANコントローラにエラーが発生しています。接続機器（コネクタ、ケーブ
ルなど）を確認してください。確認後は CANopenマスター対応 GP/LTのリ
セットを行ってください。

コントローラエラー
復旧

CANコントローラがエラー状態から復旧しました。

キューオーバーラン
（TXLP）

優先度の低い送信キューのオーバーランが発生しました。優先度の低い送信
キューはハートビート、ノードガード、SDO転送に使用されます。

キューオーバーラン
（TXHP）

優先度の高い送信キューのオーバーランが発生しました。優先度の高い送信
キューは TPDOs、NMT、コマンド、SYNC、EMCYメッセージ用です。

キューオーバーラン
（RXLP）

優先度の低い受信キューのオーバーランが発生しました。優先度の低い受信
キューはハートビート、ノードガード、SDO転送に使用されます。

キューオーバーラン
（RXHP）

優先度の高い受信キューのオーバーランが発生しました。優先度の高い受信
キューは RPDOs、NMT、コマンド、SYNC、EMCYメッセージ用です。

オプションスレーブ
異常

少なくとも 1つの任意、または予期しないモジュールがネットワーク設定と
一致していません。ネットワークをリセットしてください。それでも直らな
い場合、プロジェクトの設定とスレーブ構成を見直してください。

必須スレーブ異常
少なくとも 1つの必須モジュールがネットワーク設定と一致していません。
プロジェクトの設定とスレーブ構成を見直してください。

1スレーブ以上動作
中

少なくとも 1つのモジュール（GP/LT以外）が動作中です。

マスター動作中 CANopenマスター対応 GPのボード（GP/LT）が動作中です。

エラーメッセージ

I/Oドライバエラーメッセージを表示します。表示される各エラーの詳細は以
下を参照してください。

「1.8.6 CANopen使用時に表示されるエラー 1.8.6CANopen使用時に表示さ
れるエラー」（1-199ページ）

設定項目 設定内容
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◆スレーブチェック

マスターと接続している状態で、スレーブ側が通信を受け入れられる状態にあるかどうかをチェック

します。

設定項目 設定内容

スレーブ診断状態一覧 各スレーブ診断状態の一覧が表示されます。

割り当て GP-Pro EXで割り当てられているスレーブを表示します。

構成
CANopen 対応マスター GP/LT により構成されているネットワークのスレーブ
を表示します。

故障
時間内にハートビートを送信しないスレーブ、初期化されていないスレーブ、
エラー cDCFファイルを持つスレーブを表示します。

非常メッセージ
（EMCY）

非常メッセージを送信したスレーブを表示します。非常メッセージはオブ
ジェクトの「0x2018」で読み込むことができます。ノード IDはサブインデッ
クスとして読み込むことができます。

動作中 動作中のスレーブを表示します。

停止中 停止中のスレーブを表示します。

動作準備中 動作前状態のスレーブを表示します。

不一致 プロジェクトにフォーマットエラーがあります。

cDCFエラー プロジェクトの設定値にエラーがあります。

識別エラー

識別エラーのあるスレーブを表示します。識別エラーは下記のエラーのどれ
かをさします。
• デバイス ID エラー [オブジェクト番号： 0x1F84]
• デバイスタイプ [オブジェクト番号：0x1000]
• アイデンティティオブジェクト [オブジェクト番号：0x1018]
• 供給メーカー ID エラー [オブジェクト番号：0x1F85]
• 製品コードエラー [オブジェクト番号：0x1F86]
• 改訂番号番号 エラー [オブジェクト番号 ：0x1F87]

エラーメッセージ

I/Oドライバエラーメッセージを表示します。表示される各エラーの詳細は以
下を参照してください。

「1.8.6 CANopen使用時に表示されるエラー 1.8.6CANopen使用時に表示さ
れるエラー」（1-199ページ）
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◆ネットワークチェック

CANopen通信時にネットワーク全体の状態をチェックします。

設定項目 設定内容

I/Oボード V CANopenマスターモジュール内にあるファームウェアのバージョン番号を表
示します。

ボーレート 構成されているボーレートを表示します。

ノード ID CANopenマスター対応 GP/LTのノード IDを表示します。

構
成
マスター

I/Oボードが動作している状態です。点灯している場合は CANopenマスター
対応 GPのボードがマスターとして動作中、点灯していない場合はスレーブと
して動作中です。

各スレーブ設定を優
先

CANopenマスター対応 GP/LTのボードが構成されたスレーブを起動させま
す。

マスター起動 CANopenマスター対応 GP/LTのボードは自ら起動します。

スレーブ起動 CANopenマスター対応 GP/LTのボードがスレーブを起動させます。

SYNCプロデュー
サー

CANopenマスター対応 GP/LTのボードが SYNCメッセージを配信します。

状
態
致命的エラー

致命的なエラーが発生しました。CANopenマスター対応 GP/LTのボードをリ
セットします。

ノード ID重複 ネットワークのスレーブに、GPと同じノード IDがあります。

ノード監視イベント
必須モジュールのノード監視イベントです。マスターの動作は I/O ドライバ設
定のマスター設定で設定されている必須スレーブのエラー発生時の動作によ
ります。

不一致 プロジェクトにフォーマットエラーがあります。

識別エラー

ネットワークのスレーブに以下のエラーがあります。
• デバイス ID エラー (オブジェクト番号： 0x1F84)
• デバイスタイプ [オブジェクト番号：0x1000]
• アイデンティティオブジェクト [オブジェクト番号：0x1018]
• 供給メーカー ID エラー (オブジェクト番号：0x1F85)
• 製品コードエラー (オブジェクト番号：0x1F86)
• 改訂番号エラー (オブジェクト番号：0x1F87)
• シリアル番号エラー (オブジェクト番号：0x1F88)
対象スレーブは停止状態になっています。

次のページに続きます。



オフライン設定ガイド

保守 /トラブル解決ガイド 2-163

スレーブエラー
ネットワークのスレーブに CANopenマスター対応 GP/LTに対応していない特
徴のあるスレーブがあります。

RPDO受信エラー CANopen マスター対応 GP/LT のボードが、サイズが正しくない RPDO を受け
取りました。

cDCFエラー プロジェクトの設定値にエラーがあります。

キューオーバーラン
(SDO) SDOキューのオーバーラン

スレーブ無し スレーブが接続されていません。

エラーメッセージ

エラーメッセージ：I/Oドライバエラーメッセージを表示します。表示される
各エラーの詳細は以下を参照してください。

「1.8.6 CANopen使用時に表示されるエラー 1.8.6CANopen使用時に表示さ
れるエラー」（1-199ページ）

設定項目 設定内容
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2.15.10 「GP-32∗∗シリーズ」をご利用の場合

■ [本体設定 ]

◆ [表示設定 ]

設定項目 設定内容

反転表示

画面の白黒反転表示を行うかどうかを設定します。

• モノクロの GPが選択されている場合のみ設定できます。

輝度 /コントラスト調
整バーの表示

タッチ入力による、輝度やコントラストを調整する [輝度 /コントラスト調整
バー ]を表示するかどうかを設定します。

Dスクリプト _debug()
関数機能

Dスクリプトに記述された _debug()関数のデータを実行するかを設定します。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「21.9.1 Dスクリプト /共通設定 [グロー
バル Dスクリプト設定 ]の設定ガイド」（21-51ページ）

クロスカーソル表示

クロスカーソル表示を行うかどうかを設定します。クロスカーソル表示を行って
いると、画面をタッチした位置に「+」（クロスカーソル）が表示され、この「+」
と描画位置のずれからタッチキャリブレーションのずれを確認することができま
す。

• ST-3000シリーズをお使いの場合も設定できます。
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2.15.11 ハンディタイプ GPをご利用の場合

ハンディタイプ GPをご利用時にのみ表示される設定画面についてご説明します。

メニュー 設定内容

「2.15.11 ハンディタイプ GPをご利用の場合 ◆ [操作設定 ]」（2-166
ページ）

「2.15.11 ハンディタイプ GPをご利用の場合 ◆ [変換アダプタ ]」（2-
166ページ）

「2.15.11 ハンディタイプ GPをご利用の場合 ◆ [ファンクションスイッ
チチェック ]」（2-167ページ）
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■ [本体設定 ]

◆ [操作設定 ]

■ [周辺機器設定 ]

◆ [変換アダプタ ]

設定項目 設定内容

オペレーションスイッチ
ハンディタイプ GPのオペレーションスイッチの設定を [有効 ]と [無効 ]か
ら選択します。

設定項目 設定内容

変換アダプタ
ハンディタイプ GPを使用している場合、変換アダプタを [使用する ]、[使用
しない ]から選択します。
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■ [メンテナンスメニュー ]

◆ [ファンクションスイッチチェック ]

設定項目 設定内容

OP・F＊
（＊にはファンクションス
イッチ番号が入ります）

動作させたいスイッチにタッチすると、設定された機能が実行されます。
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2.15.12 システムメニュー

■ オフライン、CF起動、エラー、リセット
システムメニューに 1番目に表示される各メニュー項目を説明します。

メニュー項目 メニュー内容

オフライン オフラインモードに入る場合にタッチします。

CF/USB

CFメモリローダプログラムを起動する場合にタッチします。CFメモリローダ
ツールを CFカードに保存している場合、[CF起動 ]をタッチ、または USBス
トレージに保存している場合は [USB起動 ]をタッチすると再起動し、次のよ
うな画面が表示されます。

CFカード、USBストレージの手順については以下を参照してください。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「33.7 CFカードや USBストレージを
使って転送したい」（33-36ページ）

• GP-3302Bではこのメニューは表示されません。
• LT-3∗∗∗シリーズをご利用の場合は、USBメモリローダのみ起動できます。

Language CFメモリローダツールの表示言語を [Japanese]、[English]から選択します。

アップロード

アップロード画面に移行します。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「33.7.2 転送手順 ■ GPからパソコン (ま
たはほかのGP)にプロジェクトファイルを転送する」（33-43ページ）

ダウンロード

ダウンロード画面に移行します。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「33.7.2 転送手順 ■ パソコンから GPに
プロジェクトファイルを転送する」（33-37ページ）

次のページに続きます。
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メニュー

以下のメニュー画面が表示されます。

• アップロード
アップロード画面に移行します。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「33.7.2 転送手順 ■ GPからパソコン
(またはほかの GP)にプロジェクトファイルを転送する」（33-43ページ）

• ダウンロード
ダウンロード画面に移行します。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「33.7.2 転送手順 ■ パソコンから GP
にプロジェクトファイルを転送する」（33-37ページ）

• システム情報の表示
CFカード内のバックアップデータと GP内のデータの内容を表示します。

• 内部データと CFカードの比較
GP内のすべてのデータと CFカードにアップロードしたバックアップデータと
を比較します。

• CFカードのファイル一覧
CFカード内のすべてのファイルを一覧表示し、選択したファイルの詳細を表
示したり、ファイルのコピー、削除、名称変更もできます。

戻る 初期画面に戻ります。

終了
終了確認ウィンドウが表示され、[はい ]をタッチすると CFメモリローダツール
を終了し、GPをリセットします。

エラー
常に最新のエラーメッセージを一行で表示します。エラーメッセージが一行で表
示しきれない場合は、表示可能な文字数分だけ表示します。

リセット GP本体をリセットする場合にタッチします。

メニュー項目 メニュー内容
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■ 音量調節、自局 IP
システムメニュー 2番目に表示される各メニュー項目を説明します。

メニュー項目 メニュー内容

音量調節
AUX端子に接続された外部スピーカーの音量を調整します。サウンド出力 (AUX
出力 )対応している機種のみ表示します。

自局 IP
GPに設定されている IPアドレスを確認する場合にタッチします。イーサネット
に対応している機種のみ表示します。

RGB 画面設定
VMユニットを使用している場合にのみ表示されます。タッチすると 
[位置調整 ]、[画面調整 ]、[色調整 ]、[標準設定 ]各種設定に移動するメニュー
が表示され、RGB入力からの映像を調整できます。

位置調整
水平位置、垂直位置の調整を行います。水平位置は −128～ 128、垂直位置は −16

～ 16で設定します。

画面調整

クロック、フェイズの調整を行います。クロックは −128～ 128、フェイズは 0～
63で設定します。

色調整

赤色、緑色、青色のレベル設定または微調整を行います。レベルは 0～ 3、微調
整は 0～ 255で設定します。

標準設定
[実行 ]をタッチすると、[位置調整 ]、[画面調整 ]、[色調整 ]の内容を初期値に
設定します。

次のページに続きます。
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■ アドレスモニタ、ロジックモニタ

システムメニュー 3番目に表示されるメニュー項目を説明します。

アドレスのモニタや、ロジックプログラムの動作状況と命令の確認を行う場合にタッチします。

• [アドレスモニタ ]については GP-3000シリーズの全機種で対応していますが、[ロ
ジックモニタ ]については、ロジック使用可能な機種のみ表示されます。ロジック
機能が [使用しない ]と設定されている場合はロジックモニタのスイッチをタッチ
してもアドレスモニタが表示されます。

• Etherマルチリンクのスレーブを使用している場合、ラダーモニタとデバイスモニタ
は動作しません。

メニュー項目 メニュー内容

アドレスモニタ

ロジックで使用されている変数のモニタを行います。変数名と現在値が確認でき
ます。また、アドレス方式ではロジックアドレスのモニタを行います。

「2.9.1 ロジックプログラムが正常に動作するかチェックしたい ■アドレスモ
ニタ」（2-45ページ）

ロジックモニタ

ロジックプログラムのモニタを行います。ロジックモニタではロジックプログラ
ムの動作状況と命令の変数の状況が確認できます。

「2.9.1 ロジックプログラムが正常に動作するかチェックしたい ■ロジックモ
ニタ」（2-44ページ）

ラダーモニタ

PLC(三菱電機（株）製 PLC Qシリーズ )のラダープログラムを読み出して表示
器画面でモニタできます。ほかの機能を停止させることなく、オンラインでラ
ダープログラムをモニタすることができます。

三菱電機（株）製 Qシリーズ対応 PLCラダーモニタオペレーションマニュア
ル

デバイスモニタ

指定した接続機器の任意のデバイスを GP画面上でモニタできます。また GP画
面上から任意のアドレスの値を変更できます。

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 「付録 2 接続機器デバイスの現在値を一
覧で確認したい（デバイスモニタ）」（A-42ページ）
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■ 輝度、コントラスト

このメニューの表示方法は下記を参照してください。

「2.2.1 明るさ（輝度、コントラスト）を調整したい」（2-10ページ）

メニュー項目 メニュー内容

輝度

GPの輝度を調整します。

• GPの機種が TFTの場合は、[輝度 ]調整しかできないためメニュー表示は次の
ようになります。

• GP-3200シリーズでは 16段階の輝度調整ができます。

コントラスト

GPのコントラストを調整します。ボタンをタッチすると表示されます。

• GPの機種が TFTの場合は [コントラスト ]の調整はできません。
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